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はじめに
さきに，チェ‘ノバレ｀ノ「文字のしるべ」について，早稲田大学図書館月報 No.
151の収書摘報欄にご紹介いたしましたが，その際申し述べましたように， ひき続
き，チェンバレ‘ノ氏の業紹について調査いたし，その著作目録，関係文献目録を，
館内の方々のお勧めに従って一応まとめました。書名がわかっていて，実見の機会
のないものや，未知のもの，あるいは，追i届も数多いことと思いますが，不備の点
につきましては，なにとぞ大方のお教えを仰ぎたいと存じます。
本目録作成については，本学教授加藤諄先生，本館の青木枝朗氏のご指端に預
り，その他館内諸先翡のお世話になりました。
東洋大学教授天野敬太郎先生には，文献の所在についてのご教示を賜わり，ま
た費重なご蔵書をご貸与下さいましたことを深く感謝申し上げます。
凡 例
(1) 本目録は昭和44年9月末までの間に調査し得た資料について，後述「I
A書誌」の項に挙げた諸目録（著作の内容についてはとくに村岡典嗣氏の目録），
および Libraryof Congress, British Museumの目録等を参照し，できるだけ原
本を再調査して，書誌的記述の統一につとめ，それに今回発見の分を加えたo
関係文献は日本で発行されたものに限った。（ただし，E. ビスランド編集によ
るハーンの手紙の中には，チェンバレンに関する衰料が多いので，これは例外とし
て収録したo)
(2) 著作は主題により，便宜的に分類し，同一分類項目内の排列は初出の年
代順とした。
関係文献のうち，書誌と辞書の排列は発行年順とし，それ以外のものは執筆者
の五十音順とし，同一人のものは発表年月順とした。
また同一著作の重版，転載，抄出，書評などはその著作の下にまとめた。複製
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本はここではかりに，原本の出版年に従って排列したo
(3) 0 は単行本を表わす。また，本目録は所在目録を意図するものではない
が，参考までに末尾の〔 〕の中に本館の請求記号を付した。本館にない場合，ぁ
るいは本館にあっても複製本の場合は，調査しえた他の所属と請求記号（または所
屈のみ）を末尾の〔 〕に入れて付した。所属を記してないものは， IIAの諸書誌
から引用させてもらったものである。所属個所の略号は次のとおりである。
国立国会図害館 ••••• • 国会
東京大学図密館 ・・・・・・東京
東洋大学図害館 ・・・・・東洋（東洋文庫は略さず）
愛知学芸大学図杏館 ……愛知
市立函館図書館 ・・・ 函館
Library of Congress・ ・ …・LC 
British Museum・・ …・BM 
（本館収蔵のものは所屈を略した）
(4) 著作目録のうち雑誌名で略号を用いたものは下記のとおりである。
• Transactions of the Asiatic Society of Japan,・  …・TASJ (本館のものは東
京雄松堂複製 1964-1965)
• Journal of the Anthropological Institute of Great Britain & Ireland・・ ・・  
JAIGB & I 
• Jounal of the Royal Asiatic Society of Great Britain & Ireland. …・・・JRASG 
B & I 
なお，関係文献目録の中で O王堂チェンバレン先生佐佐木信網編 好学社
1948 〔明治23〕・12 137 p. 19 cm. は重複をさけ，書名，刊年月のみを記したo
(5) 本書誌の網成は次のとおりである。
I チェンバレン著作目録 付 ・書簡
IA 日本一般
I B語学
I B 1 日本語ほか
I B 2 アイヌ関係
I B 3 琉球関係
I C 文 、子社ヽ”
IC 1 詩歌・俳諧
IC 1 a 自 作
IC 1 b 研究 ・編袋・随想
IC 1 c翻訳
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IC 2 物語類
IC 2 a 日本古典ほか（英訳）
IC 2 b アイヌ関係（英訳）
ID 歴史・地誌 ・民俗
ID 1 日本
ID 2 アイヌ関係
ID 3 琉球関係
IE 教訓（英訳）
IF その他
IF 1 随想 ・評論
I F 2序文
IF 3 密誌
I G杏節
I G 1 L. Hearn 宛
I G 2 佐佐木信綱宛
I G 3 そのほか
I チェソバレン関係文献
IIA瞥誌
IIB 研究 ・評伝 ・随想ほか
IIC 辞芯所載のもの
付 1 チェンバレン旧蔵苫について
付 2 チェンバレン略年譜
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I 著作目録
I チェンバレン著作目録付・害簡
IA 日本一般
o Things Japanese, being notes on various subjects connected with Japan. 
London: Kegan Paul, Trench, Triibner & Co. ; Tokyo: The Hakubunsha 
etc., 1890. i, 408 p front., fold map 21 cm. 〔東京 J210.10〕
注：アルファベット順に項目を立て， 日本に関する歴史，地理，言語，風俗
習恨， 自然等の百科事典的記述であるが，一項ごとに独立した小エッセイ
の趣がある。下記のごとく版を重ね，初版は 408p.第 5版は 552p.とふえ，
出版者が項目を加えたりしている。後出のチェンバレンの曹簡 「More
letters……」の p.38ゃ， E.ビスランド編 「Lifeand letters of L. Hearn」
Vol. 2 p. 212にこの害のことが載っている。
; For the use of travellers and others. 2d. ed. rev & en!. 
London: K. Paul, Trench, Triibner & Co.; 東京 ：柳原新一郎， 1891〔明
治24〕・503p. 20 cm. 〔HD983〕
; 3d. ed. rev. London: John Murray; Yokohama & etc.: Kelly 
& Walsh, 1898. 470 p. map (col. & fold.) table. 20 cm. 〔LC〕
注 ：初版と 3版の相異については， 「ハーンとチェンバレン」築島謙三著（東
洋文化研究所紀要 昭和37.2第26冊）にくわしい。なお， 同害によると，
第 4版作成袖備のための著者害入本が天理図書館にある由。
, 4th ed. rev. & en!. London: J.Murray; Yokohama & etc.: Kelly 
& Walsh, 1902. 545 p. fold. map. 22 cm. 〔LC〕
; 5th ed. rev. London: Murray; Yokohama: Kelly & Walsh, 
1905. vi, 552 p. map. 22 cm. 〔HD2130〕
注：出版者によって 200項目に増加されている。また後出の 「Inventionof 
a new religion」を付している。
害評 ：鶴見俊輔 チェ‘ンバレン著 「日本ふうのもの」（人文学〔同志社大〕
昭和40.9 第83号 社会科学特集 p.118-122) 〔サイ 491⑬3)〕
; Reprint. London: Kegan Paul, Trench, Triibner & Co.; 1927, 
591 p. fron. map. 21 cm. 〔HD1395〕
; 6th ed. rev. London: K. Paul, Trench, Triibner, & Co., 1937 
xvi, 584 p. port. map (col. & fold.) 22 cm. 
; London: Paul; Kobe: Thompson, 1939. 584 p. 21cm. 
〔東京 J210,298〕
o Allerlei japanisches. Notizen iiber verschiedene japanische Gegenstande 
for Reisende und andere, iibersetzt von B. Kellermann. Berlin, 1923. 
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IA 日 本 一般
596 p. So (Translation of the Things Japanese). 
o Mceurs et coutumes du Japon. Traduit par M. Loge, d'apres la 5• edition 
anglaise, revue et augmentee par !'auteur. (Collection d'Etudes, des 
Documents et de Temoignages pour servir a l'Histoire de Notre Temps.) 
Paris, 1931, 465 p. 23 cm. 〔東京（東洋研） Cll3•1 ]
「日本事物誌」より 落合貞三郎訳 0 日本を観る 旧部陥次編青山出版社
1942 〔開1手n17〕・7 p. 253-282 〔リ44949〕
注 ：日本事物誌より ， 日本人の特質・婦人の地位• 美術 ・文学 ・建築 ・宗教
の 6項目を訳出 したもの。
〔日本事物誌の一節」 ＜日本の近代化にかんする概念の変遥 J.H. ホール〉 細
谷千t専訳 0 日本における近代化の問題 M.B. ジャンセン編 細谷編訳
岩波害店 1968 〔昭和43〕・7 p. 5 〔リ 59549〕
注 ：日本事物誌序論最初の一節「近代日本の過渡期を生きてくると ，ひとは
数百歳も齢いを重ねたよう な気になる。そこでひとは近代に生きているの
にありあ りと中世の記槌が蘇ってくる。 B.H.チェンバレン」
0 日本事物誌 1 底梨健吉訳 平凡社 1969 〔昭和44〕・1 362 p. 18 cm. (東洋文
周1131) 〔イ4(2084(131)〕
注 ：上記， Things Japanese 第 6版の全訳 lo アルファベット順の標題が
ついてAから Jまで。
0 同上2 裔梨健吉訳 平凡社 1969 〔昭和44〕・9 6, 337, 24 p. 18 cm. C東洋文
庫 147) 〔イ42084(147)〕
注 ：本害は棟題のKから Zまでの分の翻訳。
o A handbook for travellers in Japan, by B.H. Chamberlain and W.B. Mason. 
3 ed. rev. and for the most part rewritten. London: John Murray, 1891. 
ix, 459, 27 p. 19 cm. 〔YKI9〕
注 ：ー名 Murray'sHandbook. 初版は，Satow と Hawes との合著で，
Handbook for central & northern Japan として， 1818年に出版。 再版
もされた。単なる旅行案内ではなく，実地の調査にもとづいて記してい
る。
; Reprint. 9 x 26 cm. 〔HD1981〕
; 4th ed. rev. & en!. London; Murray, 1894. xi, 528 p. 19 cm. 
〔東京 J210•226]
; Including the whole Empire from Yezo to Formosa. 5th ed. 
rev. & en!. London, & etc., 1899. ix, 577 p. maps. illus (Printed in 
Tokyo). 〔東京 J210•11 ]
; 6th ed. rev. London & etc., 1901. ix, 579 p. 28 maps plans. 
(Printed in Tokyo). 
; 7th ed. rev. London & etc., 1903. -ix, 586 p. 28 maps plans. 
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I 著作目録
(Printed in Tokyo). 
; Including the whole Empire from Saghalin to Formosa, by B.H. 
Chamberlain & W.B. Mason, 8th ed. rev. & en!. London; J. Murray; 
Yokohama: Kelly & Walsh, 1907. 570 p. ilus. 30 maps & plans. 19 cm. 
〔愛知 910.cr.H〕
; 9th ed. rev. London: J. Murray, 1918. 570 p. ilus. 30 maps & plans. 
19 cm. (Cover title: Murray's handbook, Japan). [国会 915.52•M982h9]
A disscussion on the new departure. (維新の弁）福沢諭吉 B.H.Chamber-
lain英訳（日本英学新誌 1894 〔明治27〕第 4巻47号 p.153) 〔サホ 4'.4)〕
o The invention of a new religion. London: Watts & Co., 1912. 27 p. 9cm. 
〔ND1360〕
注 ：はじめ， ロンドンの TheRationalist Press Associationで出版，Japan
Mailに転載，DeutscheJapan Post誌上に独訳も 出た0 (Deutsche Japan 
Post, Bd. 10, 1911-12. No. 48 p. 8-12; No. 49, p. 9-11; No. 51. p. 12; 
No. 52. p.9ー 11;Bd. 11, 1912-13. p. 109-111, 135-137). また1923年には
「日本人の愛国教」と題して，思潮研究社より 和訳も 出版。 ThingsJapa-
nese. 1927年版には付録として収めている。
; Canton Pan-Pacific Cultural Association, 1933. 
0 KyJibT MHK狐 0I! KYJibT珈 OHHH.8JI狐 11socTOK,Cso6o,l¥Hal1 Poccm1, 1920. 
26 p. 19 cm (6面JI.CB060,l(HOr1 PocCHI!, N2 3) 〔CJ54〕
訳文くチェムバーレン氏「新宗教の発明」を読む〉斎藤励（史学雑誌 1922 〔大
正1〕・11 第23編11号 p.1174- 11~5 〔サリ 6'.25)〕
注 ： 「大意を抄訳」とあり。
新宗教の発明 田中明訳 （近代文学〔近代文学社〕 1958 〔昭和28〕・7 第8巻
7号 p. 72-83 〔サヘ 310'.12)〕
注 ：田中明解説 末尾16行， Japan Mail (横浜） 日刊に転載， Deutsche 
Japan Post 1912. 2. 24より（独文で） 連載。
IB語学
IB1 日本語ほか
On the use of "Pillow-words" and plays upon words in Japanese poetry 
(T ASJ 1877. Vol. 5 Pt. 1 p. 79-88) 〔sz,158:4)〕
注 ：枕詞および懸詞考
On the mediaeval collo::iuial dialect of the comedies. (TASJ 1878. Vol. 6 
Pt. 3 p. 357-396) 〔SZ1158(5) 
注 ：日本の狂言に現われた，中枇の語法を中心に考察，終 りに「骨皮」の
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IB 語 学
ロー マ字文対照．英訳を付す。
0英語変格一り謬表 一貫堂 1879 〔明治12〕・4 2冊 i,i, ii, 31枚 42枚 22 cm 
（和文）
Suggestion for a Japanese rendering of the psalms; with a Japanese text 
of them in grasshand. (TASJ 1880. Vol. 8, p. 285-312) 〔sz,158(7)〕
注 ： 搬密詩編の日本語訳について の意見を述べ訳例• 脚注 ・和樅混交の直訳
を付す。
Notes on the dialect spoken in Ahidzu. (TASJ 1880. Vol.9 Pt.l. p.31-
33) 〔sz,158く8)〕
Notes on Japanese Philology. (Chrysanthemum and Phoenix 1883, Vol. 
1, 3 Pt. 1, 5 p. 105-106, 228-229) 
注 ：日本語の母音変化について説<。 2編より成る。
The Romanization of the Japanese language. (China Review. Hongkong, 
1885. Vol.16. p. 107-108) 
注 ：アカデミ ー誌 London,1885.7 No.688 p.402 にもあり。日本ロ ーマ字
会の運動を報告o
On the various styles used in Japanese literature. (TASJ 1885. 
Vol. 13 Pt 1 p.90ー108) 〔sz,158(12)〕
注 ：古代よ り現代に至る日本の文体 8種を挙げ，それぞれの特色を，代表的
文献に よって説いている。なお，本論文は桐原芳野の文芸類鉦に負 うと こ
ろ多しと記す。
The so-called "Root" in Japanese verbs. (A point of grammatical tech no-
logy.) (TASJ 1885. Vol.13 Pt.2 p. 224-227) 
〔函館 00053,389,40認〕〔sz,158(12)〕
o A simplified grammar of the Japanese language. (Modern written style.) 
London: Triibner & Co.,; Yokohama, 1886. 121 p. (Triibner's Collection 
of simplified grammars of the principal Asiatic and European languages 
edited by Reinhold Rost, Vol. xv). 〔東京 D500,10〕
注 ：日本近世文語文典o外人の実用のために著わされたo
; Rev. ed. by James Garfield Mcllroy. University of Chicago 
Press目92釘 144p. 20 cm. 〔国会 495.65,C44,3s〕
o Yrrpo皿 HHa只 rpaMMaTHKa 51!10HCKaro 只3bIKa. (H0Bb!H !IHCbMeHHb!H 
CTHJI b). (l-13邸 Hie,v!Mrrep. C.-ITeTep6ypr. YHHBepCHTeTa <t>aKyJibTeTa 
BocTo咄月3hIKOB'b,N2 31) C.-ITeTep6ypr, 1908. 131 p. 8 vo 
〔BM14005,f,31〕
。Yrrpom紐 Ha只 rpaMMaTl!Ka llllOHCKaro ll3bJKa. (Hoa. lll!CbMeH. CTl!Jlb.) 
Tiep. rp. -.n,or. Crr6. YH. B. KocTbIJJeaa. (113八aHie<l>aKyJJbTeTa BOCTO'IH. 
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I 著作 目録
如blKOB'b血 nep.C.-ITeTepyp6r. YttHBeprnTern, N2 31.) C.-ITeTep6ypr, 
1918. vi 131 p. 8 vo. 
On the Quasi-characters called "Ya-jirushi" (TA SJ 1887. Vol. 15 Pt. 1 
p. 50-57) 〔SZ1158(14)〕
注 ：屋印すなわち， 日本の屋号の象形文字的記載について。
o A handbook of coloquial Japanese. London: Tri.ibner; Tokyo: Hakubunsha 
（拇文本社）， 1888〔明治21〕・10486 p. 20 cm. 〔国会 495.68242°C443h〕
注：口語文典を大成したもの，文法と 読本とに分かれ，外人の日本語習得の
便をはかるためのものであるが，論述は学問的で精細。
解説 ：日本俗語文典 く国語学書目解題〉 吉田澄夫 0 日本文学講座 第17巻
年表書誌篇改造社 昭和10.5 p. 244 3行 〔国会 910.8 N 684•k]
同上：日本口語便党 松村明 0 世界名著大辞典5 平凡社 昭和35.11
p. 41 28行x27字 〔イ22723(5)〕
; 2d ed. London: Tri.ibner; Tokyo: Hakubunsha 1889 〔明治22〕
543 p. 20 cm. 〔国会 495.68242• C44•3h2]
; Vol. 1-2. 2 Vol. Tokyo, 1889. 〔GJ589(1-2)〕
; Another 2 d ed. rev. Shanghai 1888. 535p. 
; 3 d ed. London : Sampson Law, Martson ; Tokyo, 1898. ix570 p. 
20cm. , 〔国会 495.65• C443hs〕
; 4th ed. rev. London : C. Lockwood & son ; etc. 1907. ix584 p. 
20cm. 〔東京（言語） L46032°470J 
o Manuel de Japonaise parle (Handbook of colloquial Japanese.) Traduc-
tion Franr;aise de Emmanuel Tronquois avec Jes exemples transcrits en 
caractere chinois et japonais. 501 p.4°(Autographie a Yokohama en 
1901 par Mr. Edme Gallois). 
o「paMMaTHKa皿 OHcKaropa3「OBOpHaro只3hIKa.Teopeo. q. nep. cも aHrn.;
Handbook of Coloquial Japanese by B. H. Chamberlain. np. -,lon. 
Cn6. YH. B. KocTh団e・sa. (I-'国 aHie <llaKyj]bTeTa Boero咄只3b!K0B'b
加 nep.C.-nerep6ypr. YHHBeprnrera, NQ 28.) C.-nerep6ypr, 1908. 298 p. 
8vo. 〔BM 14005°£28〕
Past participle or gerund? —A point of grammatical terminology. (TASJ 
1886. Vol. 14 p. 81-85) 〔函館 00053°389°401釘〔SZ1158(13)〕
; Reprint 1907. 
o A romanized Japanese reader: consi;ting of Japanese anecdotes, maxims, 
etc., in easy written style; with an English translation and notes. 
London: Tribner & Co.; Yokohama: Kely & Walsh口88釘 17cm. 
〔東京 D500°52〕
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IB 語学
内容 ：Part 1. Japanese text. (日本文の本文） 106 p. Part 2. ・English 
translation. 135 p. Part 3. Notes. 103 p. 
A simplified grammar of the Japanese language. の続編の如きもの。
神字有無論 （東洋学芸雑誌〔東洋学芸社〕 1886 〔明治19〕・9 第3巻60号 p. 
673-679 〔サイ 1(4)〕
注 ：神代文字存在せずとの論。和文。
支那語読法ノ改良ヲ望ム （東洋学芸雑誌 1886 〔明治19〕・ 10第4巻61号 p. 
19-21 〔サイ 1(4)〕
注 ：支那語の棒読をすすめる論。和文。
0 日本小文典 文部省網輯局 1887 〔明治20〕・4 108p. 22cm 
〔ホ2217〕〔ホ24239〕
注 ：雅文の自序を添え． 上・ 中二巻に単語法，下巻に文宰法と音韻を説＜。
和文。文部省の委嘱による出版。
害評 ：日本小文典 ＜文法研究の歴史〉 0 国語国文学研究史大成 15 国語学
佐伯梅友 • 中 田祝夫 • 林大編三省棠 昭和40.8 3版 p.346-347
〔へ25871(15)〕
解説 ：日本小文典 く国語学害目解題＞吉田澄夫 0 日本文学講座 第17巻
年表害誌篇改造社昭和10.5 p. 244 4行 〔国会 910.8• N 684k〕
「日本小文典」 自序 o悶腐国語問題論集 吉 旧 濫夫 • 井之口有一編 風間害房
1964 〔昭和39〕・8 p. 411 〔束洋 810.9• YS 2〕
注 ：「日本小文典」明治20.4より転載
Rodriguez'system of transliteration. (TASJ 1888. Vol. 16 Pt. 1 
p. 10-16) 〔函館 00053,389,401釘〔sz,158;14)〕
注 ：ロ ドリゲェズの日本語ロ ーマ字音写法。
A vocabulary of the most ancient words of the Japanese language, assisted 
by M. Ueda. (TASJ 1889. Vol.16. Pt. 3 p. 225-285) 
（函館 00051,389..!0l釘 〔sz,158(14)〕
What are the best names for the "bases" of Japanese verbs ? (T ASJ 
1890 Vol.18 Pt.l p. 119-126) 〔SZ1158(16)〕
0英文典教科書 大阪 1892 〔明治25〕
同上 改修第 2版 大阪三木芯店 1899〔明治32〕・1138 p. 
〔国会 129•269〕
注 ：表阻紙に !!LEMENTS OF ENGLISH GRAMMAR と害名上に併記。
和文。
o A practical introduction to the study of Japanese writing. (文字のし るべ）
London & Yokohama etc., 1899. 480, 2 p.30 cm. 〔GJ595〕
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I 著作目録
害評：上田敏文字のしるべ（帝国文学明治32.7 第 5巻7号p.864-866) 
〔サヘ 21(8)〕
同上 0 最近の海外文学続編 文友館 明治35.3
同上 0 上田敏全集第三巻富田砕花 • 小牧健夫編 改造社 昭和3.6
p. 867-870 〔へ14294(3)〕
; 2d. el. rev. London: C. Lockwood & son; Yokohama 〔紅C.〕
Kelly & Walsh 1905.4 viii,547 p. 31 x 23 cm. 〔東京 D500-12〕
o npaKT. BBe邸 HieBb H3y'leHie 只ITOHCKOH llHCbMeHHOCTH. (2-e rrepecM. 
13,l.). ],[狐.1 CJIOBapeMb CHa6,u. f. !,1. 八OJI只 4.I—只. TeKcTb. (113邸 Hie
如 KYJJbTeTaBocTO'IH. 知3bIKOBbKMrrep. C. -neTep6r. YH11Bepc11TeTa, 
燥 35.)C. -neTep6ypr, 1910. 329, i p. 〔BM14005• f 35〕
『門三;~年9り「文字のしるべ」 新出漢字表 0 悶胃国字問題諸案集成 吉田
澄夫• 井之口有一編 風間害房 1962 〔昭和37〕・ 7 p. 81-505 〔ホ25466〕
注 ：「文字のしるべ」 p.480-505 Radical index of chinese charatersの部
分を転載したもの。
〔ローマ字書きに対する文部省への建議書〕く文部省報告の羅馬字害方に対する
チャンバーレン氏の非難＞（言語学雑誌〔富山房〕1900 〔明治33〕・12第1巻
10号 p.1187-1190) 〔国会雑 15•1〕
注：チェンバレンが，文部省のロ ーマ字害調査委員の報告した綴字法を非と
して， 1900年11月9日， 松田正久文相に呈した建談密のうつし。原文は
Japan daily mail紙上に同月15日掲載。
o On the study of the Japanese language. Two lectures, by W. Dening & B. 
H. Chamberlain. n. p., 1902. 14 p. 27 cm. 
〔愛知 495• Cl. S〕〔愛知 495• Cl. S(b)〕
o Japanese writing. 2d ed. London: Crosby Lockwood & Son, 1905. 54S p. 
31 cm. 〔函館 00029-379,6001〕
文部省の諮問に対する答申書 渡辺惹之助訳 く王堂先生追文〉 0 王堂チェン
バレン先生 1948 〔昭和23〕・12 p. 105-108 〔ヌ104901〕
注 ：1905年渡辺氏が，文部省図瞥局長としてチェンバレン氏に，国語の文法
• 仮名遣の変更に関しての意見を徴した時の返害。訳文写しは渡辺氏所蔵。
言文一致 GEM-BUN ITCH! o 悶腐国語問題論集 吉田澄夫 •井之口有一編
風間書房 1964 〔昭和39〕・8 p. 216-223 〔東洋 810.9• YS 2〕
注： Romaji Zasshi明治20.5第24号より転載。ローマ字文。
IB2 アイヌ関係
o The language, mythology, and geographical nomenclature of Japan viewed 
in the light of Aino studies. Including "An Aino grammar" by J. 
-10・ 一
IB 語 学
Batchelor, and a catalogue of books relating to Yezo and Ainos. 
Tokyo: Imperial University, 1887 〔明治20〕口4p. 26 cm. (Memoirs of 
the Literary college, Imperial University of Japan. No. 1) 〔GJ1304〕
注 ： 言語 • 神話 ・伝説について，アイヌと日本の関連性を， とくに地名上よ
り考察。作者のアイヌ研究の主著。
Reply to Mr. Batchelor on the words "Kamui" and "Aino" (TASJ 
1889. Vol. 16 Pt.I. p. 33-38) 〔SZl158く14)〕
注 ：1887年11月9日の Batchelorの講演に対し，批判したもの。
IB3 琉球関係
On the Loochooan language. (Report of the 64th meeting of the British 
Association for the Advancement of Science, London, 1894 p. 789-790) 
A comparison of the Japanese and the Luchuan languages. (TASJ 1895. 
Vol. 23 p.xxxi-xli). 〔sz,158く22)〕
注 ：1985年7月24日，築地の同協会総会席上の購演。日琉両語の姉妹語なる
事を説く。
Essay in aid of a grammar and dictionary of the Luchuan language. Yo-
kohama: Kelly & Walsh, 1895. 272 p. 23 cm. 
〔国会 495• C443釘 〔SZ1158(22)〕
注 ："Published by the Asiatic Society of Japan as a supplement to vol. 
?.3 of its Transactions" と注記あり。 日琉両語の同異， とくに類似につ
いて述べている。前掲の講演に添えたもの。
解説 ：琉球語文典 ・辞典のための試論 上村幸雄 0世界名著大辞典 6 
平凡社 昭和36.3 p.257-258 30行X26字 〔イ22723、:6)〕
注 ：1933年，首里で2000語の琉球語に日本語 ・英語の対訳語をつけたと述べ
てある。
害評 ：Essay in aid of a grammar and dictionary of the Luchuan Lan-
guage. (TASJ Vol. 23 supplement) <方言研究の歴史〉 0 国語国文学
研究史大成 15 国語学佐伯梅友 • 中田 祝夫 • 林大編三省堂 昭和40.8
3)坂〔へ25871(15)〕
注 ：琉球方言を科学的に分析，本土諸方言 と同系統なる事を証 した最初の文
献として紹介。
琉球語 より観た日本語動詞活用の起源に対する試論 金城朝永訳（方言〔春陽
棠〕 1934 〔昭和9〕・10 第 4巻10号 p. 986-993) 〔サホ 53(7)〕
注 ：上記 Essayin aid of a grammar and dictionary of the Luchuan 
languageの第 1章を訳したもの。
A preliminary notice of the Luchuan language. (JAIGB & I. London, 
1897 p. 45-59). 
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I 著作目録
ICl 詩歌・俳諧
ICia 自作
IC文学
Love-song o岡店先生記念論文集 市河三喜綱 岡倉先生還暦祝賀会 1928 
〔昭和3〕・3 p. 1-2 〔イ4 1237〕
注：詩，一編の自筆図版。
〔和歌ー首〕 外国人の歌 巴戟天舎主人（歌学〔歌学会編〕 1892 〔明治25〕．
3 第 1号 p.91-92) 〔国会雑11・2〕
注 ：チエンバレンの歌一首「松の枝はふりつむ雪にうづめとも君が御代こそ
久しかりけれ」をのせる。
〔和歌三首〕 和歌と和画と英人 石井研堂（明治文化〔明治文化研究会編 学
而忠院発売〕 1935 〔昭和10〕・ 7 第8巻7号 p. 4-5) 〔サリ 12(8)〕
注：三首の歌とほ，(1) 明治九年七月，吉野山に登りて，花のかたおしたる
くだ物をもてきて，橘とせ子刀自におくるとて「君の為め咲て残れる三ょ
しのの吉野の山の花ぞこの花」 (2) 野萩「松虫の声せざりせば秋の夜は
誰か野に出でて萩を見ましや」 (3) 宮島に詣でて「世にたぐひ波の上に
も宮柱立てて瑶き神のみやしろ」薯名は 英人 王堂としている。
短冊 1 0 日本名筆全集 短冊集 佐佐木信綱編 p.70 〔へ4 6063〕
文字：明治 8年夏，伊予に遊びし頃有明の浜にて「夜もすがら声こそ絶えね
時鳥月も隈なき有明の浜」王堂（チャンバアレン） （自箪図版）
ICib 研究・編纂・随想
o The classical poetry of the Japanese. London: Triibner & Co., 1880 xi, 
227 p. 22 cm. (Trubner's oriental ser.) 〔FK1047〕びK836〕
注 ：序論（和歌 ・韻文の概説）と万葉集の短長歌66首，古今集の短歌50首，
謡曲などの英訳がその内容で，付録として，狂言，古事記の一部の英訳，
歌人略伝，万葉集初句索引を添える。なお，本編は鈴木府正，橘とせ子に
負う所多しと記し，参考文献と して「百人一首ータ話」はじめ24点をあげ，
その中には真淵の著害が多数ある。
The classical poetry of the Japanese; by B.H. Chamberlain. (Review) Yo-
kohama, Kely & Co., 1881 8°(The Chrysanthemum, A Monthly Ma-
gazine for Japan and the Far East. Vol. 1) 〔函館 00053•182•4001 〕
Basho and the Japanese poetical epigram. (TASJ 1902. Vol.30. Pt. 2 
p. 243—36?.) 〔SZ1158(27)〕
注：芭蕉を中心とした俳諧全史と作例の英訳と解釈およぴ俳諧論。なお，付
録俳句抄と して， 宗祇以下近世にいたる諸家の作をあげて訳注。最後に
Hearnの俳句翻訳の仕事に言及，買讃している。
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On Japanese short poem. (帝国文学 1904〔明治37〕・4 第10巻4号 p. 36-
37) 〔サヘ 21(15)〕
思草をよみて 小花清泉訳 （心の花 1904〔明治37].l第8巻3号 p. 4-5) 
［サヘ 49く1)〕
注 ：上記 OnJapanese short poemの訳。
同上 0 王堂チェンバレン先生 1948 〔昭和23〕・12p.101-102 〔ヌ104901〕
o Japanese poetry. London: John Murray; Yokohama, 1910. xi, 260 p. 22 
cm. 〔FK8698〕
注 ：The Classical poetry of the Japaneseを訂正し，別に第 4部として，
上記 Bashoand the Japanese poetical epigramを加えたもの。
o Les rimes imperissables; huit siもclesde poesie franr;aise, choix de B. H. 
Chamberlain. (仏蘭西詞華集） Paris: Payot, 1927 262 p. 19 cm. 
〔東京（仏文） , L30360, 469〕
ICic翻訳
和歌英訳 （日本英学新詰 1893 〔明治26〕 第2巻25,29号 p. 470, 671) 
〔サホ 4(2)〕
注： 25号の歌「名に しおはばいざ言問はむ……」（在原業平，古今和歌集巻 1)
「雪のうちに春は来 tこけり：tかの•• • 」（同集巻 1) 29号の歌「わが宿の池の藤
なみ咲きにけり …」（同集巻3)。
いろは連字 （日本英学雑誌 1893 〔明治26〕 第3巻31号 p. 7) 〔サホ 4(3)〕
注 ：いろはにほへと…の英訳。
〔和歌英訳〕 （日本英学新誌 1893 〔明治26〕．第 3巻38,41号） 〔サホ 4(3)〕
注： 38号の歌「月見ればちぢにもの こそ…」（大江千里 古今和歌集巻4),
「秋風（朝風と誤記）に声をほにあげて来る舟は…」（藤原菅根朝臣 同集
巻4),「ほのぽのと明石の浦の朝霧に..」（同集巻 9) 41号の歌．「天智天
皇崩御時婦人作歌ー首」（万葉集巻 2の長歌）。
〔和歌英訳〕 （日本英学新誌 1894 〔明治27] 第4巻45,50, 55号 p. 61, 
228-289, 533) 〔サホ 4(4)〕
注 ：45号の歌は万葉集の悲歌一首と題し ．「見二亮原処女墓＿」とある。（高橋虫
麿 万葉集巻 9の長歌）. 50号の歌は「世の中にたへて桜のなかりせば…」
（在原業平 古今和歌集巻 1), 「花散らす風のやどりは誰か知る …」（素性
法師 同集巻 2), 「 し ゐてゆく 人をと どめん桜花•••」 （同集巻 8), 「色も
香も昔の こさに匂へども …」（紀貫之 同集巻16),「もみぢ葉を風にまか
せて• • •」（大江千里 同集巻16), 「あす知らぬ我身と思へど…」（紀貫之
同集巻16)。 55号の歌「我がやどの池の藤なみ...」（前出），「はちす葉の
にごりにしまぬ…」（僧正遍昭 古今和歌集巻3)。
〔和歌英訳〕 （日本英学新誌 1895 〔明治28〕 第 6巻68号附録 付録 p.9-10) 
〔サホ 4(6)〕
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注 ：万菓集の長歌と して 「陳二防人悲v別之情ー歌」とあるoC大伴家持 万莱
集巻20)
IC2 物語類
IC2a 日本古典ほか （英訳）
The maiden of Unahi. (TASJ 1878 Vol. 6 Pt. 1 p. 106-117) 〔sz,158:5)〕
注 ：大和物語中の宇奈比処女を略全訳し，万薬媒の葵原処女と苺屋処女の都
の歌の訳を添えている。
Extract from the Yamato monogatari. (日本英学新誌 1893 〔明治26〕 第
3巻40,42, 43号 p. 450, 539, 590-591) 〔サホ 4'.3)〕
；（日本古典 〔日本亜細亜協会〕 1926 〔昭和 1〕 第1巻）
Wasawbiyauwe, the Japanese Gulliver. (TASJ 1879 Vol. 7 Pt.4 p. 285-
312) [SZ, 158.6)〕
注 ：和荘兵衛（安永 3年 遊谷子著）の不死国 ・大人国の条の訳。脚註を付
す。
；（日本古典 〔日本亜細亜協会〕 1926 〔昭和 1〕第 1巻）
The Land of the Giant. (日本英学新誌 1893 〔明治'26〕 第2巻27,28, 29, 
30号 p. 565-567, 616-618, 666-668, 714-716) 〔サホ 4'.、2)〕
The Land of Perennial life. (日本英学新誌 1893 〔明治26〕．第2巻23,24, 
25, 26号 p. 363-365, 414-417, 464-467, 515-516) 〔サホ 4(2)〕
注 ：こ の他， 英語世界 1897 〔明治30〕 第1巻2,3, 4号にも同上の物語の
英訳が転載されている。
o The fisher-boy: Urashima. Tokyo: Kobunsha (興文社）， 1886〔明治19〕・
13 leaves. (Kobunsha's Japanese fairy tales No. 8) 〔東京 Al00°1082〕
; 15th ed. 1917 〔大正 6〕
o The Serpent with Eight-Head. (八岐大蛇） Tokyo : Kobunsha 1886 〔明治19〕
(Kobunsha's Japanese fairy tales No. 9) 
; 15th ed. 1917 〔大正 6〕
o The Silly Jelly Fish. (痴者の海月）Tokyo : Kobunsha, 1887 〔明治2釘 22p. 
(Kobunsha's Japanese fairy tales No. 13) [函館 00029.379.3002〕
; 15th ed. 1922 〔大正11〕
o My Lord Bag-0'-Rice. (俵藤太）Tokyo: Kobunsha, 1887 〔明治2釘 (Kobun-
sha's Japanese fairy tales No. 15) 
; 15th ed. 1921 〔大正10〕
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IC文学
Japanese story translated into English, (from the island of Yezo) _ (Newber・
ry House magazine江ondo切 1890.1) 
A cure for the theft. (盗人の妙薬）（日本英学新誌 1893 〔明治26〕 第 3巻
34号 p.159) 〔サホ 4(3)〕
注 ：北窓瑣談（橘春暉著 文政12年刊）巻の 3より。
Ryoshu's picture of Fudo. (絵仏師良秀家の焼くるを見て喜ぶこと）．（日本
英学新誌 1893 〔明治26〕 第 3巻35号 p. 203) 〔サホ 4(3)〕
注：宇治拾追物語（説話文学。成立建保年間）より。
Comparing beauty. (美を較ぶる事）．（日本英学新誌 1893 〔明治26〕 第 3巻
41号 p.497) 〔サホ 4(3)〕
注：戦国策（成立 秦漢の頃）より。
The robe of feathers (謡曲羽衣）．（日本英学新誌 1894 〔明治27〕 第 4巻
44号付録付録 p.1-8) 〔サホ 4(4)〕
Ribs and skin (謡曲 骨皮）．（日本英学新誌 1894〔明治27〕第5巻58,59, 60 
号 p. 107-114, 150-151, 204-206) 〔サホ 4(5)〕
The death-stone. (謡曲殺生石）．（日本英学新誌 1895 〔明治28〕 第 6巻68号
付録付録 p.1-8) 〔サホ 4(6)〕
o Japanese fairy tales, by B. H. Chamberlain & others. London, 1907 43 p. 
24°(G owan s international library. No. 13) 〔愛知 ca.16〕
; Reprint 1917. 
; Reprint 1920. 
o Japanese classics. (TASJ Repints 1926. Vol. 1 165 p.) 
注：チ ェンバレンのものとしては， Themaiden of Unai. Wasobyoye. A 
short memoir from the seventeenth century. Basho and the Japanese 
epigramを収録。
IC2d アイヌ関係 （英訳）
An aino bear hunt. (TASJ 1887 Vol.15 Pt. 1. p. 126-129) 
〔函館 0005,389,401釘 〔SZl158(14)〕
注 ：ユーカラの一部を訳す。
o Aino fairy tales, V. 1-3. with List of books published by T. Hasegawa, 
Tokyo: Kobunsha, 1887ー1889〔明治 2幻4v. C絵入和本） 〔特 FL8324(1-4)〕
内容 ：Vol. 1. The hunter in fairy-land, Vol.2. The birds'party. Vol. 
3. The man who lost his wife. 
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ID 歴史・地誌・民俗
ID1 日 本
A short memoir from the seventeenth c;entury. —"Mistress An's narra-
tive." (TASJ 1880 Vol.8 Pt.2. p. 277-282) 〔SZl158(7)〕
注 ：おあん物語 （天保 8年刊の戦記物語。 おきく物語と合刊）を英訳。脚注
を付す。
"Ko-ji-ki" or "Record of ancient matters", Yokohama, R. Meiklejohi 
(printer), 1882 369 p. front. 23 cm. (Supplement to TASJ Vol. 10) 
〔愛知 952,CIK〕
注 ：古事記の全訳。長文の序論と付録（編中の歌謡のロ ーマ字訳と年表）を
添う。本文には詳細な脚注を付す。参考密は，姓氏録以下48種におよぶ。
序論はのち，和訳されて出版）。
Kojiki: The Emperor Yuriaku and the old woman Akaiko. (Chrysanthe・
mum, 1882 Vol. 2. p.351-353) 
The Kojiki or Records of ancient matters. Yokohama: Lame, Crawford, 
etc., 1883. lxxv, 369 p. 23 cm. Issued as a suppl. to TASJ Vol. 10. Bib-
liography, p.lxxi-lxxv. "古事記" 〔国会 952,011,K 88 EC〕
: Reprint. Asiatic society of Japan, 1906. 10 428; 46 p. 23 cm. 
〔AE104釘 〔AE1922〕
: 2d. ed. with annotations by the late W. G. Aston, and an 
appendix by Prof. Uri Tsugita. Kobe, 1932.8 iilxxxv, 495p. (The 
index, which occupies p. 451-495, was compiled by H.J. Griffith). 
〔国会 952,01, K79E2〕
注：付録は， 1883年来の古事記に関する邦文の著作目録。
0 日本上古史評論飯田永夫訳 東京 1888 〔明治21〕・3 131 p四六判
〔函館 00029,379,3002〕
注 ：英訳古事記序論の訳。
同上訂正再版 国語伝習所 1900〔明治33〕・10 110 p. 21 cm. 
〔国会 210.3,K0698Cn,I(t)〕
注 ：田中頼甜，木村正辞，小中村清矩，黒川真頼，栗田寛，飯田武郷が頭注
の形で批評 している。
0 英訳古事記誘導篇上 • 下 木村一歩訳 写 2冊 C丁付なし）22cm 
〔リ 55117(1-2) 
内容 ：第一， 原書ノ真偽，其性質及ヒ＂諸本沿革 ノ略説。第二， 訳例ノ詳説。
第三， 日本紀ノ事。第四，古代日本人ノ風俗及慣習。第五，古代日本人ノ
宗教 ・政治ノ思想。 日本国 ノ起源及ビ日本伝説ノ真偽。 （以上 上記英訳
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古事記序論の訳）
和痰英三文対録古事記上 • 下 次田潤校訂 チェンバリン英訳 世界文庫刊行会 1928 
〔昭和 3〕 2冊(世界文庫 第28,29) 〔国会 印か氾釘
Vries island (Oshima) past and present. (TASJ 1883 Vol.11 Pt.2 
p. 162-179) (SZl 158(10)〕
注 ：前年末よりこの年にかけて，伊豆大島を訪ねて記したもの。同島の地誌
的記述。
On two questions of Japanese archaeology. (JRASGB & I 1883 Vol. 15 
Art. 12 p. 315—332) 
注 ：Leon de Rosnyの論説の否定と神代文字論の否定の二問題を述ぶ。
上古年代考の批評 （文 1889 〔明治22〕 第 1巻13号 p. 9-12) 
注 ：三宅米吉宛， 明治21年 9月18日付苦翰。那珂通世の著杏の批評。和文
Note on the Japanese Go-Hei, or paper offerings to the Shinto Gods. 
JAIGB & I 1888 Vol. 18. p.27-29) 
注 ：御陪考。固版あり。
Notes on some minor Japanese religious practices. (JAIGB & I. 1892 
Vol. 12 p. 355-370) 
注 ：民間の俗信について述べる。
Note on a long tailed breed of fowls in Tosa. (TASJ 1900. Vol.27. Pt. 1 
p. Bl-5) 〔SZl158,25)〕
注 ：土佐尾長反t}について。写真入り。
ID2 アイヌ関係
Aino folk-lore. (The Folk-Lore Journal 1888. Vol. 6. p. 1-51) 
o Aino folktales with an introduction by E. B. Tylor. London, 1888. vii, 57 p 
23cm. 〔LC〕
注 ：Folklore-society のために出版された非売品。 Tylor は Primitive 
culture」の著者として有名な人類学者。
ID3 琉球関係
On the manners and customs of the Loochooans. (TASJ 1893. 
Vol. 21. p. 271ー289) 〔SZl158(20)〕
注 ：日琉両土の関係に対する学問的興味と祖父 CaptainBasil Hallのゆか
りをなつかしんでこの年の三月 ，約一ヶ月間親しく琉球の地にあって見聞
した事を報告したもの。
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The Luchu islands and their inhabitants. (Geographical Journal孔ondon〕
1895. Vol. 5 Nos. 4, 5, 6) 
注 ：3号にわたり， 58頁の長編で，琉球の地理 ・歴史 ・風俗を述べている。
Two funeral urns from Loochoo. (JAIGB & I 1895. Vol. 24 p. 58-56) 
注 ：琉球島から得た二つの葬棺について。
A quinary system of notation employed in Luchu on the wooden tallies 
termed Sho-Chu-Ma. (JAIGB & I孔ond叩〕1898. Vol. 27. p. 383-395) 
注 ：Sho-Chu-Maの詳説。図版を添える。
IE 教訓（英訳）
Educational literature for Japanese women. (JRASGB & I 1878 Vol. 10 
Pt.3 Art. 17 p. 325-343) 
注 ：貝原益軒の女大学の訳。 ThingsJapaneseの Womenの条にも載る。
The greater learning for women. (日本英学新誌 1893 〔明治26〕 第 3巻31,
32, 33, 34号 p.8-10, 56-58, 106-108, 157-158) 〔サホ 4(3)〕
注 ：JRASGB & I Vol.10 Pt. 3 Art. 17に載ったもの。
Jitsu go kyo. (Corn Hill Magazine 1878. 8) 
注 ：実語教の訳。その一部は童子教の訳と共に ThingsJapaneseの Moral
maximsの条にも載る。
A translation of the "Doa-zhi-keu" -Teachings for the young. (TASJ 
1881 Vol. 9 Pt.3 p. 223-248) 〔SZl158(8)〕
注 ：蛮子教の訳。原著者とされる安然についても，元享釈害によりて記す。
Teachings for the young. (日本英学新誌 1895〔明治28〕 第 6巻 70,71, 74 
号 p. 91-95, 140-142, 288-290) 〔サホ 4(6)〕
A hint as to how to serve a master. (日本英学新誌 1894 〔明治27〕 第 5
巻62号 p. 297-298) ・ 〔サホ 4(5)〕
注 ：君に仕ふるの心得（曾呂利が事）の訳。
IF その他
IFl 随想・評論
Notes by Motoori on Japanese and Chinese art. (TASJ 1884 Vol.12. Pt. 3. 
p. 221-229) 〔函館 00053-389-4012〕〔泣1158(11)〕
注 ：本居宜長の玉勝問，十四の巻．「絵の事四ヶ条」の英訳と評。
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A review of Mr. Sa tows monograph on "the Jesuit Mission Press in 
Japan. 1591ー1610.(TASJ 1889 Vol.17 Pt. I p.91-100) 
〔函館 100053,389,401刀 〔SZI158(15)〕
注 ：E. Satow の切支丹版の研究を紹介， 日本の切支丹禁制について述べる。
ラフカディオ ・ハアソ 小花清泉訳 （心の花 1911 〔明治44〕・1 第15巻 1号
p. 12-14) 〔サヘ 49(13)〕
同上 0王堂チ ェンバレン先生 1948 〔昭和23〕・12P-103-105 〔ヌ104901〕
注 ：末尾七行 訳者小花の解説あり。
a Encore est vive la souris (Pensees et reflexions). Lausanne: Payot, 1933. 
132 p. 23 cm. 〔東京 E200,8157〕
注 ：随感録。晩年のチェンバレンの思想を知ることができる。この題名は，
当時英国の新聞が故チェンバレンと記 した事に対して， 百年戦争の折，英
軍に敗れて， ロンドン塔に25年を囚われた 王侯詩人，シャルル ・ドルレ
アンの詩「鼠はまだ生きている」から取ったもの。
害評 ：尾野稔 王堂チ ェンバレン先生最後の著害 感想録「鼠はまだ生きて
るよ」（国語と国文学 昭和10.4 第12巻4号 p.616-618) 〔サヘ 9'.17)〕
チェンバレン先生感想録「鼠はまだ生きて居る」の中より 吉阪俊蔵抄訳（国
語と国文学 1935 〔昭和10〕・ 4 第12巻 4号 p.619-629) 〔サヘ 9(17)〕
0 鼠はまだ生きている 吉阪俊蔵訳 岩波芯店 1939 〔昭和14〕・4 256 p. 18 cm 
（岩波新害赤32) 〔国会 780•119〕
害評 ：加藤英倫 チェンバレン著 • 吉阪俊蔵訳「鼠はまだ生きてゐる」（観
光 〔鉄道省，国際観光協会〕 昭和15.1 第8巻 1号 p. 111-112) 
〔サル 36(7)〕
IF2序文
序 (PREFACE, 訳文） o歌舞音楽略史上巻 小中村清矩著吉川半七明治32.
前付 2丁 〔チ11 38(12) 
同上 O歌舞音楽略史 小中村箔矩著 昭和3.7p.11-14 (岩波文庫 296-297)
〔イ 4 1873 (B94)〕
同上 渡辺甜之助訳 0 王堂チェンバレン先生 1948 〔昭和23〕・12p. 100-101 
〔ヌ10 4901〕
序 0新謡曲百番佐佐木信網校博文館 明治45.2 前付 p.1-2 
〔国会 342•8]
IF3 書誌（琉球）
Contributions to a bibliography of Luchu. (TASJ 1896 Vol. 24 Pt.1 
p.1-11) 〔SZl158(23)〕
注 ：これまでの琉球密誌は，欧州人の著作に限られていたので， 日本人，琉
球人の著作を，版本， 写本と も載せて53種，簡単な解説を付 したもの。
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O蝦夷及愛奴人に関する著書目録武窟安雄訳 函館図芯館 66丁 四六倍和
〔函館 00029•379•5002〕
0 チェ‘ノバーレン蝦夷褐目解題 114丁 四六倍和（写本）〔函館 00029•379•5003 〕
注 ：チェンバレンの編纂せるもの。
IG 書簡 C宛名別）
IGl L. Hearn宛
Letter to Lafcadio Hearn (residing in Kumamoto city); written at Fuj1ya 
Hotel, Miyanoshita, Hakone, Japan, 25th. Aug. 1894. 2 sheets in an 
envelope. 〔特 FE10244〕
注 ：自箪密簡。
o Letters from Basil Hall Chamberlain to Lafcadio Hearn ; Comp. by Kazuo 
Koizumi. Tokyo : The Hokuseido Press, 1936 〔昭和1日 iv,158 p. plates 
23cm. 〔FE11546) 〔FE12488〕
芯評： Hearn and Chamberlain, by S. I. (市河三喜）．（英文学研究〔東大
内 ・日本英文学会編〕 1936 〔昭和11〕・10 第16巻 4号 p. 621-623) 
〔サヘ 14(14)〕
同上 ：(Contemporary Japan 汀oky切 1936.12 Vol. 5 No. 3 p. 482-
484) 
同上： S.K. (英語青年 昭和12.3 第76巻12号 p.427) (和文）
〔サホ 12(63)〕
同上 ：P. D. Perkins (Monumenta Nipponica (Toky゜〕 1939 Vol.2. No. 2 
p. 324—326) 
o More letters from B.H. Chamberlain to Lafcadio Hearn and letters from 
M. Toyama, Y. Tsubouchi and others, complied by Kazuo Koizumi, 
Tokyo : The Hokuseido press 1937 〔昭和12〕而i,208 p. 23 cm. 
環京 E200°486〕
害評 ：Chamberlain as Hearn's friend. Mori, M.G. (英文学研究〔研究社〕
1937 〔昭和12〕・10 第17巻 4号 p. 614-619) C英文） 〔サヘ 14(15)〕
同上： T.Y. (吉阪俊蔵）（英語青年 昭和13.4 第79巻 1号 p. 27) C英文）
〔サホ 12(65)〕
IG2 佐佐木信網宛
ゼネバ湖畔より 小花清泉訳 （心の花 1912 〔大正 1〕・8 第16巻 8号 p.7-
8) 〔サヘ 49(16)〕
注 ：1912年6月6日付密状。佐佐木信綱の「王堂先生の聾版」を付す。（以
下，信網宛害簡の解説は小花氏による）。なお，同害状は 佐佐木信網• 雷
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子著「竹拍漫筆」実業之日木社 1928 〔昭和 3〕・6 刊の「ゼネバ湖畔よ
りの後に」中にも転載。
ゼネバ湖畔より 小花清泉訳 （心の花 1913 〔大正2〕・2 第17巻2号 p.5S) 
〔サヘ 49(17)〕
注 ：1912年12月8日付害状。
ゼネバ湖畔より 小花消泉訳（心の花 1913 〔大正 2〕・7 第17巻7号 p. 58 
-59) 〔サヘ 49(19)〕
注 ：1913年5月30日付杏状（仏国の詩および中世史研究中の由）と， 1913年
6月3日付密状（ムレエ案内記，第 9版を送付する由）。
瑞西ゼネヴァ湖畔より 小花泊泉訳（心の花 1916 〔大正 5〕・1 第20巻 1号
p. 86-88) 〔サヘ 49(26)〕
注 ： 冒頭「 9 月入手致候御懇状•••」とあり， 日付不明，戦乱中の日本よりの
害状。小包紛失の由。又戦乱につき語り，二人の甥，三人の姪の従軍を語
る。
ゼネバ湖畔より 小花i'泉訳（心の花 1918 〔大正7〕・12第22巻12号 p. 38 
〔サヘ 49(31)〕
注 ：1918年7月11日付害状。意気銅沈，生活ますます困難の由。
ゼネバ湖畔より 小花消泉訳（心の花 1620 〔大正 9〕・6 第24巻 6号 p. 13) 
［サヘ 49:34)〕
注 ：1910 (1920 ?) 3月6日付書状， 日本に思いを寄す。仏国文学，詩を研
究中の由。
ヂエネバ湖畔より 小花清泉訳（心の花 1921 〔大正10).2 第25巻2号
p. 7) 〔サヘ 49'.36)〕
注 ：1920年11月5日付書状。フランス古典文学研究中の由。 70オの老齢にて
健康不良の由。
ジニネヴアの湖畔より 小花清泉訳（心の花 1927 〔昭和 2〕1 第祖巻 l号
p. 38-39) 〔サヘ 49(48)〕
注 ：日付なし。百代草の返礼。フランス文学の特殊研究中の由。仏語の文集
出版の由o
ゼネバより（心の花 1933 〔昭和 8〕・8 第37巻8号 p. 1) 〔サヘ 49:59)〕
注 ：1399年6月14日付芯状。佐佐木信網の「王堂先生の苫節」を付す。英文
のまま。
IG3 そのほか
〔市河三喜宛〕 チェ‘ノバレン先生の手紙 市河三喜（国語と国文学 1935 〔昭
和10〕・4 第12巻4号 p. 570-578) 〔サヘ 9(17)〕
注 ：上田万年，杉浦藤四郎両氏宛のものと共に英文のまま発表解説している。
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いずれもジュネーヴよりのもの。 (1) 1914.11.24日付，欧朴I大戦はじまり
て不安の由。 (2) 1928.10.7日付． ローマ字説の事， 市河氏の著害の事な
ど。 (3) 1931.8.27日付， チェンバレンと同じホテルに泊った市河氏から
会見を申し込んだのに対して六時に会おうという返杏。これは日本人がチ
ェンバレンに会見し得た最後の機会となった。
〔上田万年宛〕 チェンバレソ先生の手紙 市河三喜（国語と国文学 1935 
〔昭
和10〕・4 第12巻 4号 p. 570-578) 〔サヘ 9(
17)〕
注 ：チェンバレン氏より上田氏宛の 3通を英文のまま発表解説。 (1)1889.1
. 
17日付。友人のため， 日本語を教え．通訳する人を求める手紙。 (2)1889. 
11.15日付。日本人の三度の食事の献立表を送ってほしいというもの。 (3)
1889.I2.25日付。上田氏の言語学上の質問に答えたもの。ロ ーマ字の日本
訳を添えている。
〔岡倉由三郎宛〕 恩師チャムブレソ先生を偲ぶ。岡倉由三郎（英語宵年 1
935 
〔昭和10〕・4 第73巻 2号 p. 39-42) 〔サホ 12(6
2)〕
注： p. 41-42に1901年より 1911年までの箱根，横浜，ジュネ ーヴの各地から
の手紙5通，葉害 1通を英文のまま発表，解説している。
〔小島烏水宛〕 巻末剰筆 ＜アルヒ°ニストの手記〉 小島烏水 0 日本山岳全集
1 あかね密房 1962 〔昭和37〕・10 p. 291 〔ル33588(
1)〕
注： 1905.6.26日付の手紙をのせている。英文自箪の図版。
〔杉浦藤四郎宛〕 チェンバレ｀ノ先生の手紙 市河三喜（国語と国文学 193
5 
〔昭和10〕・4 第12巻 4号 p. 570-578) 〔サヘ 9•17〕
注 ：杉浦氏より市河氏がもらいうけた，チェンバレンの杉浦氏宛英文手紙と
解説。フランス，イギリスなどの旅行のことが述べられている。 1913年8
月24日付。
〔花園兼定宛〕 王堂先生の手紙 花園兼定（学鐙〔丸善〕 1938 〔昭和13〕・
10
第 42巻 10号 p.7-10) 〔サイ 27(4
7)〕
注 ：スイスのジ ェネバ湖畔より ，1927.7.5日付にて，チェンバレンが自ら自
伝を紹介せる英文の手紙をのせている。
〔メ ー トランド夫人宛〕 ゼネバ湖畔より （心の花 1935 〔昭和10〕・1 第3
9巻
1号 p. 6-7) 〔サヘ 49(6
2)〕
注 ：1934.10.28, 1934.11.15, 1934.10.25日付の順に，夫人におくられた三
通を英文のままのせている。
〔森正俊宛〕 Chamberlain先生近信 森正俊（英語青年 1930 〔昭和 5〕・
2
第62巻 9号 p. 315-316) 〔サホ 12(
51)〕
注： (1). 喜安碓太郎氏宛の，森氏の密簡の中にチ ェンバレンから森氏宛の
英文の手紙をのせ解説 している。wordsを spelingで考えるか， sounds
で考えるかと いうこと。17行X26字。 (2).チェンバレンの森氏宛英文手紙
30行。
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〔同上〕 チェインバレン先生の書簡 森正俊（英語冑年 1930 〔昭和 5〕・5
第63号 4巻 p.128) 〔サホ 12(52)〕
注 ：チェンバレン氏の森氏宛英文手紙（無断にてチ ェンバレンの書節を発表
した事に対し許 しを乞 うた森氏への返信） 30行。
以上．本館収蔵の自筆書簡以外は，出版されたものの中から． 日本人宛の集め得
たものをのせたが、このほかに，チ ェンバレソ氏と親交のあった諸氏の手もとに所
蔵されているものは，相当の多数にのぽるものと思う。
愛知学芸大図書館のチェンバレン文庫には， 1908年よ り， 1934年におよぶ杉浦藤
四郎氏宛の 311通が収められてお り， チェソバレン追悼展の 目録類には，メートラ
ンド夫人は44通また上記の各氏のほかに，西川義方，山口正造氏等も所蔵の書簡の
出品がしるされている。
I チェンバレン関係文献
IIA 書誌 （発表年順）
国際文化振興会網： 0故チェソバレソ教授小伝付著述目録 同会 昭和10.3
21, 13 p. 肖像 22cm. 〔天野教授蔵〕
注 ：昭和10年3月 9日 故チ ェンバレン教授追悼購演記念とあり。
内容 ：バジル ・ホオル ・チェンバレン先生小伝（佐佐木信網） p. 1-21. A 
bibliography of the works of the Late prof. Basil Hall Chamberlain. 
後付 p.1-13. 1. General works on Japan 14点 2. Japanese history 
and archaeology 5点 3.Japanese language and script 24点 4.
Japanese literature 16点 5. Japanese religion 4点 6.Luchu (Ryu-
kyu) studies 9点 7.Ainu reseurches 6点 8. miscelaneous writ-
ings 7点 9. addenta 6点全91点
八木佐吉 ：A bibliography of the works of the late prof. Basil Hall 
Chamberlain (学鐙〔丸善〕昭和10.3第39巻 3号 p.4-8) 〔サイ 27(44)〕
注 ：発行年順に，著書 ・論文 105点をのせている。署名は「安土堂」o
国際文化振興会網： Abibliography of the works of the late prof. Basil 
Hall Chamberlain oバジル ・ホオル ・チェンバ リン先生追悼記念録 同会
昭和10.9 後付 p.1-14 〔国会 684•114〕
注 ：内容は前出の同会編「故チ ニンバレン教授小伝 付著述目録」のものと同
様であるが，計 100点に追加されている。
同上： 0故チェ‘ノバレソ教授追l卓展究会目録 国際文化振興会 昭和10.3
18 p. 19 cm 〔天野教授蔵〕
注 ：期日＝昭和10.3.9 場所＝東京丸の内明治生命館 内容 ：1. 肖像 2. 
密節及葉害 3. 原稿〔4点〕 4. 著害 ・論文及翻訳 (A)日本一般〔9点〕
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(B)日本歴史〔5点〕 (C)日本語学及文字〔44点〕 (D)日本宗教〔 3点〕 (E) 
琉球研究〔 9点〕 (F)アイヌ研究〔7点〕 ＠雑〔6点〕 5 文章〔2点〕 6 
鮒蹟〔 6点〕 7. 旧蔵本 (A)害入本〔 l点〕 (B)署名本〔8点〕 (C)旧蔵本
〔7点〕 8. 先生に関する文献〔44点〕 9. 迫品其他〔13点〕 追加〔18点〕
同上： 追悼展買会列品目録 0 バジル ・ホオル ・チェンバリン先生追悼記念
録国際文化振興会昭和10.9 p. 107-125 〔国会 684•114〕
注 ：前出の追悼展の折のものを転載増補したもので，英訳古事記自筆原稿を
はじめ，著作 ・論文81点，関係文献41点，旧蔵本16点，葉害 ・害簡数十通
をあげている。
村岡典嗣 ： チャ‘ノブレソ教授著作の年衷及び解説 く日本学者としての故チ
ャンブレン教授付録〉 （文化 〔東北帝国大学〕 昭和10.5 第 2巻 5号
p. 505-530) 〔サイ 347(2)〕
注 ：Wenckstern, Nachod, Cordier の三害誌を参照して， 58点の著害 ・論
文に解説を加えている。著作の発表年順。
箆五百里 ： 王堂チェ ‘ノバレン著作並論文目録 （国語と国文学 昭10.4. 第
12巻 4号 p. 641-651) 〔サヘ 9:17)〕
注 ：分類別に 126点和訳して掲載。
同上 0 王堂チェンバレン先生 昭23.12.1 p. 127-137 〔ヌ104901〕
天野敬太郎 ： Chamberlain, Basil Halく幕末明治時代来朝欧米人に関する文
献一i忠〉 （観光〔国際観光協会〕 昭和16.12 第 1巻 9号 p. 25-26) 
注 ：39点をあげてある。 〔サ Iレ36'.8)〕
東京大学国語国文学会網 ： 0故 B.H.チェソバレン教授生誕百年記念展覧会
目録同学会昭和25.10 1枚 24X34cm 
注：会場 東京大学付屈図害館期間 昭和25.10.30-11.4 原稿，苦簡等
のほか，著書 ・論文43点，旧蔵本16点，その他関係衰料等である。
市立函館図書館緬 ： チェンバー レ＇｀ ノ 0市立函館図書館蔵郷土資料分類目録
第 1分冊同館昭和41.3 p. 116-117 〔イ23300〕
注 ：著作24点，関係文献1点
高梨健吉 ：チェンバレン主要著作目録 0 日木事物誌 2 チェンバレン著 高
梨訳平凡社昭和44.9 p. 329-333 C東洋文庫147) 〔イ42084(147)〕
注 ：単行本〔20点，一部解題付〕，論文と前訳 (31点〕
同上 ： チェバレソに関する主要文献 0 日本事物誌 2 チェンバレン著 高
梨訳平凡社昭和44.9 p. 334-337 C東洋文庫147) 〔イ 2084(147)〕
注 ：15点解説付
＊ 
大谷大学図書館編 ： 0亀田次郎所蔵 泰西人の日本語研究書展観目録 同館
n召手Ul2.11 19 p. 22 cm 〔ホ24548〕
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注 ： チェンバレンの著む ・ 論文 • 関係文献15点をあげている。
O上田家御蔵書展観入札 目録 文求幽汀F店 ・浅倉屋芯店 昭和13.8 図版〔22〕，
15p. 15.5X22.5 cm 〔天野教授蔵〕
注 ： 「チェンバレン蔵印」のあるもの82部634lf 
佐佐木信網編 ： 0竹柏園蔵書誌巌松幽 昭14.1 24cm 〔イ 11852〕
注 ：p. 23, 478, 480, 565 に，チェンバレンの自筆稿本 ・短1・ • 原稿帖 • 手
択本等の図版および，あとがきに佐佐木信網の解説をのせている。
富山大学付属図粛館緬 ： 0霊山大学ヘルソ文即所蔵ヘル‘ノ関係文献解説付 目
録同館昭和34.10 92 p. 21 cm 〔イ22757〕
注 ：チェンバレンからへJレンヘの手紙 3通の目録と解説。 p.4-5, その他チ
ニンバ／ン関係文献が散見する p.45, p. 54。
国立国会図書館網 ：0亀田次郎旧蔵書目録同館昭 fQ35.3149,39,55p 26 cm 
（国立国会図：；'1館蔵;t:目録別冊 1) 〔イ22853〕
注 ：p. 24, 92, 139, 145, 146, 147, 149にチェンバレンの著作 8点をのせて
いる。
愛知学芸大学附属図書館編 ： o B.H. Chamberlain文庫蔵書目録 ィ・J・ 略年諮 ，
岡崎同館昭和36.3 92 p. 肖像図 3薬 21cm 〔愛知 ZB,1189〕
内容 ：洋害の部， 洋芯著者索引， 和淡苫の部， 和樅:;i_::著者索引，B.H. 
Chamberlain略年譜。
IIB 研究・評伝・随想ほか （著者五十音順）
愛知学芸大学付属図書館編 ：o B. H. Chamberlain文庫の概要 岡崎 同館
昭和36,3 4 p. 19 cm x 13 cm 〔愛知 ZB•ll89 〕
注 ：チェンバレンの略歴，文庫設四の事桔，文廊の内容，参考文献をのせる。
秋山光夫 ： オックス フォー ドの秋 （心の花 昭和10.1 第39巻 1号 p. 3-
5) 〔サヘ 49'.62)〕
注 ：ビッ トリ バー博物館におけるチ ェンバレン蒐集になる神社仏閣の「お札」
について記す。
同上 ： チェ ソバレソ先生とお礼 （国語と国文学 昭和10.4 第12巻 4号
p. 610-613) 〔サヘ 9く17)〕
穴山孝道 ： チェ‘ノバレソ先生追悼会の感激 （国語と国文学 昭和10.4 第
12巻 4号 p. 630-640) 〔サヘ 9'.17)〕
荒木伊兵衛 ： 英語変格一既 0 日本英語学害志 荒木箸 創元社 昭和6.4
p. 370 〔文廊8D 300〕
注 ：チニンバレン著 英語変格一りz.l:. 下 2 mt本の也誌的な記述。「書志」
通し番号251番o
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石井研堂 ： 和歌と和画と英人 （明治文化 〔明治文化研究会〕 昭和10.7.
第8巻 7号 p.4-5) 〔サリ 12'.8)〕
注 ：外人のうちで，チェンバレンを木邦古代文学研究家の第ーにあげ，その
和歌 3首をあげている。
同上： チェンバレ‘ノの和学 0 明治事物起原石井苦 日本評論社 昭和44.
2 p. 669-670 (明治文化全集別巻） 〔イ41384(別）〕
同上 O雷且明治事物起原 春陽堂 昭和19.11 p.677-678 
石井光治 ： B.H. チェ ーソバレン一人 ・業絞及び日本観ー （悶外事論設〔神
戸市立外事専門学校〕 昭和32.12 第2巻4号 p. 1-17) 〔サホ 68(1)〕
内容 ：(1)小伝 (2)人 (3)業蹟 (4)日本研究の方法と態度 (5)日本人の
長所 (6)日本人の短所
石田幹之助： 展究会前記 （国語と国文学 昭和10.4 第12巻4号 p. 652-
657) 〔サヘ 9(17)]
磯部弥一郎 ： チ ェムバレソ氏 く明治初年の英語教育〉 0 明治文化発祥記念
誌 明治文化回顧録大日本文明協会 大正13.12 p.105-106 
〔リ 54713〕〔 リ54714〕
市河三喜 ： Prof. Chamberlainの著書其他 （英語冑年〔英語青年社〕 昭10.
4 第73巻2号 p.44-45) 〔サホ 12(62)〕
同上 ： チェソバレソ先生の著作 0 パジル ・ホオル ・チェンバリン先生追悼
記念録 国際文化振興会 昭和10.9 p. 45-53 〔国会 684•114〕
注 ：昭和10年 3月9日 明治生命講棠にて講演のもの。
同上 O昆虫 ・言葉 ・国民性 研究社 昭和23.7 再版 p.293-300 
〔国会 049.1,I751k〕
注 ：初版は昭和14.10
同上 0 王鎚チェンバレン先生 昭和23.12 p. 26-33 〔ヌ104901〕
同上 ： チ ェー ソバレ'/先生の手紙 （国語と国文学 昭和10.4 第12巻4号
p. 570-578) 〔サヘ 9(17)〕
注 ：上田万年，杉浦藤四郎，市河三喜三氏宛の 7通 （市河氏所蔵）を英文の
まま発表，解説している。
同上： HEARN AND CHAMBERLAIN S. I. (英文学研究〔東大内 日本英文学
会福〕 昭和11.10 第16巻4号 p. 621-623) 〔サヘ 14(14)〕
注 ：チェンバレンの伝記と，ハーンにあてた手紙を通して見た二人を紹介し
ている。
同上： ハーソとチェ ソバレン （心の花 昭和11.12 第40巻12号 p. 7-9) 
〔サヘ 49く65)〕
注 ：ハーンから チェンバレンに宛てた手紙70余通が東洋文/l,tこ買い取られた
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山。又北品幽刊「ヘルンにあてたチェンバレンの手紙」 について二人の交
渉を述べている。
同上 （文検世界 昭和12.1 第23巻 1号 p.4-6) 
同上 ： 0 昆虫 • 言葉 • 国民・t生 研究社 昭和14.7 再版 p.301-306 
〔国会 049.1, 1751k〕
注 ：昭和11年lOJ'帝国新聞にのったもの。
同上 O 旅 ・人・ 言葉 ダヴ ィッド社 昭和32.3 p. 190-194 
〔国会 049.1, 175lt〕
市河晴子 ： ジュネ ーヴにて く中欧諸国とイタリ ー〉 0 欧米の隈々 市河三
喜 • 同li'子著研究社昭和8.7 p. 417-476 〔国会 639・117〕
注 ：ジュネ ーヴのホテルで，夫妻がチェンバレンと最後の会見をした記述が
p. 475に載っている。
同上 ： オテル リッシモソ （心の花 昭和10.4 第39巻4号 p.4-6) 
〔サヘ 49(62)〕
伊藤嘉夫 ： 王堂先生追悼講演展跨会 （心の花 I召祖10.4 第39巻 4号
p. 10-14) 
同上 o王堂チェソバレ‘ノ先生 昭和23.12 p. 91-96 
〔サへ 49(62)〕
〔ヌ104901〕
伊波普猷 ： チェ｀ノバレン先生と琉球語 （国語と国文学 昭和10.4 第12巻4
号 p. 586-601) 〔サヘ 9(17)〕
ウェストソ ,W.: 日本ア ルプスの登山と探検 山崎安治 • 青木枝朗訳 0 日本
山岳名著全集1 あかね密房 昭和37.10) 〔ル33588(1)〕
注 ：p. 15, 16, 17, 47-48, 74, 99, 101, 154 等にチェンバレンに関した記述
がある。おもに「日本事物誌」を引用している。
上田敏 ： 文字のしるべ （帝国文学 明治32.7 第 5巻 7号 p. 864-866) 
〔サヘ 21(8)〕
同上 ：評伝及評論く最近海外文学続編〉 0上田敏全集 第三巻 富田砕花・
小牧健夫緬改造社昭和3.6 p. 867-870 〔へ14294(3)〕
注 ：0 最近海外文学続編 文友館 明治35.3 より収録。
円地文子 ： なまみこ物語第1回序章（声 〔丸善〕 昭34.1 第 2巻
p. 153-156) 〔-!}-へ 439(1)〕
注 ： 「なまみこ物語」を柑くにあたっての動機を述べ，作者の父，上田万年
氏と親交のあったチ ェンバレ ン氏との因縁を語る。
同上 ： 序章 0 なまみこ物語 中央公論社 昭和40.7 p. 3-12 〔へ146875〕
岡介由三郎 ： 恩師チャムプレン先生を偲ぶ（英語守年〔英語宵年社〕
昭和10.4 第73巻 2号 p. 39-42) 〔サ ホ 12(62)〕
同上 ： チャムプレソ先生を憶ふ（国語と国文学 昭和10.4 第12巻 4号
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p. 550-552) 〔サヘ 9(17)〕
同上 ： チ ャソバレ｀ノ先生の想ひ出（明治班徳記念学会紀要 昭和10.9 第44
巻 p. 121-126) 〔東洋文眼 II-36〕
落合貞次郎： 〔チェ‘ノバレソ小伝〕 0 日本を観る 田部隆次編 冑山出版社
fl召手017.7 p. 251 〔リ 44949〕
尾野稔 ： チェソバレ‘ノ先生の近著（心の花 昭和9.5 第38巻 5号 p. 1-2) 
〔・!)-へ 49'.60)〕
注 ：「鼠はまだ生きてるよ 」の紹介。
同上 ： 王堂チェンバンソ先生最後の著習 感想録「鼠はまだ生きてるよ」
（国語と国文学 昭和10.4 第12巻 4号 p. 616-618) 〔サヘ 9(17)〕
小畑窯良 ： 「、ンソグス ・ジャパニ ーズ」に就て （国語と国文学 昭和10.4
第12巻 4号 p. 604-605) 〔サヘ 9(17)〕
同上 O王幽チェンベレン先生 昭和32.12 p. 89-90 〔ヌ104901〕
春日和男 ： 萌芽の時代 ＜口語文法研究の歩み〉 0 口語文法購座1 口語文
法の）設望明治害院昭和40.2 p. 67-68 〔ホ2 5577(1)〕
注 ：チェンバレンの「日本口語文典」にふれ，泰西言語学の背殻を持つ本格
的文法芯と述べている。
樺山愛輔 ： 挨拶 0 バジル ・ホオル ・チェンバリン先生追悼記念録 国際文
化振興会 昭和10.9 p. 5-6, 89 〔国会 684 •114〕
注 ：チェンバレンの日本に於ける業績について。
香原一勢 ： 日本語学の開拓者チェソバレン＜歴史手帖＞（日本歴史 昭和29.
7 第74巻 p.53) 〔サリ 117(13)
注 ：チェンバレンは日本の古典を橘東世子（橘守部の胴子冬照の要）に習い，
各国語の手ほどきは幼なくして喪った母に学んだホなども記す。
岸辺某 ： チェ‘ノバレ‘ノ氏追悼展党会並記念諧油会（史学雑誌 昭和10.5 第
46編 5号 p.662-663) 〔サリ 6(49)〕
注 ：国際文化振興会主佃の昭和10年 3月 9日，明治生命購堂にての同会の記
録。「函報」欄に載せてある。
木村浩吉 ： 海軍兵学寮時代の王堂先生の思出（国語と国文学 昭和10.4
第12巻4号 p. 602-603) 〔サヘ 9は7)〕
同上： 海軍兵学寮時代のチェンバレ｀ノ先生 0 バジル ・ホオル ・チェンバリ
ン先生追悼記念録 国際文化振興会 昭和10.9 p. 18-22 〔国会 684•114 〕
金 田一京助 ： チ ェ｀ノバレ‘ノ先生とアイヌ語学（国語と国文学 昭和10.4
第12巻 4号 p. 579-585) 〔サヘ 9:17)〕
同上 0 バジル ・ホオル ・チ ェンバリン先生追悼記念録 国際文化振興会
昭和10.9 p. 64-74 〔国会 684•114〕
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同上 0 学窓随箪金田一著京都人文害院昭和11.'3 p. 168-179 
〔国会 049.l 0234g(s)〕〔国会 70008°60〕
同上 0 王堂チェンバレン先生 昭23.12 p. 34-43 ［ヌ 104901〕
同上 0 金田一博士喜寿記念アイヌ語研究 三省堂 昭和35.5 p. 4 77-482 
（金田一京助選集1) 〔ホ25362(1)〕
同上： アイヌ語研究小史 O金田一栂士喜寿記念アイヌ語研究 三省盆 昭
和35.5 p. 11 C金田一京助選集1) 〔ホ25362(1)〕
注 ：チェンバレン著「アイヌ研究を通して見たる日本の言語 ・神話 ・地名」
にふれている。
同上： 国語とアイヌ語との関係ー チェインバレン説の再検討ー 0 日本文化
史論媒加藤玄智編 中文館古店 昭和12.11 p. 551-569 〔リ 44580〕
同上 0金田一博士喜寿記念アイヌ語研究 三省堂 昭和35.5 p. 363-377 
（金田一京助選集1) 〔ホ25362(1)〕
同上： チェイソバンソと日本言語学（あんとろぽす 〔山岡苦店〕 昭和21.8
第 1巻 2号 p.9-12) 〔サリ 101(1)〕
同上： アイヌ語学講義 第1編 序説 0 金田一僻士喜寿記念アイヌ語研究
三省堂 昭和35.5 p. 1-17 C金田一京助選集1) Cホ253621)〕
注：第 1章 アイノかアイヌか，第2章 アイヌ語研究小史 でチ ニンバレ
ンの研究にふれる。
同上 ： 上田先生追慕断片 0 金田一博士喜寿記念国語学論考 三省幽 昭和
37. s p. 423-424 C金田一京助選集il) 〔ホ25362:3)〕
注 ：p. 424 にチェンバリンの旧蔵；凸やその沓目を上田家で見た事など記す。
同上 ： アイヌからア イノヘ く言語学上より見たる蝦夷とアイヌ〉 0 金田一
博士喜寿記念国語学論考三省幽昭和37.s p. 54-56 C金田一京助選集il)
〔ホ25362(3)〕
注 ：p. 54にチェンバレンにふれた記述あり。
同上： チェ‘ノバリン説 ＜！国語学におけるアイヌ語の問題〉 0金田一博士喜
寿記念国語学論考 三省堂 昭和37.s p. 548-551 C金田一京助選集il)
〔ホ25362:3)〕
熊谷忠泰 ： B.H. チェソバレ‘ノの日本観 熊谷忠泰 • 増田史郎亮（長崎大学
研究報告 教育科学 〔長崎大学学芸部〕 昭和36.12 第8号）
〔国会 2051.l• NlO ]
小泉一雄 ：アンスタンツ 0 父小泉八雲 小山害店 昭和25.6 p. 112-150 
〔ヌ65825〕
注 ：著者が父ハ ーンの死後，箱根にチェンベレンを訪ね，ハーンとの交友に
ついて，チェンバレンの語るを記す。
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小雲八雲 ： Letters to Basil Hall Chamberlain o The Japanese Letters of 
Lafcadio Hearn. Ed., by Elizabeth Bisland London : Constable & Co. 
ltd., 1890 〔明治2幻 p.1-397 〔国会 938.18,H436A〕
注 ：チェンバレン宛書簡 123通を収録。
同上： To Basil Hall ChamberlainくLetters0£Lafcadio Hearn) o The 
life and letters of Lafcadio Hearn ; by Elizabeth Bisland. Vol. 2 London : 
Archibald Constable & Co.; Boston & New York: Houchton, Mifflin & 
Co., 1906 〔明治3釘 p.5-278 びE2076(侶〕〔FE10102(2)〕
注 ：p. 5-18, 23-43, 46-60, 76-79, 201-251, 256-257, 266-270, 273-274, 276-
278に41通のチ ェンバレン宛抒節を収録。なお，チェンバレン以外に宛て
た害簡の中でも， p.90, 107, 117にチェンバレンにふれた内容がある。
同上： チェムバレ‘ノに 金子健二 • 田部隆次訳 く松江時代〉 0 小泉八雲全
集第九巻害簡日第一書房昭和2.6 p. 478-541 〔へ224730:9)〕
注 ：八雲がチ ェンバレ ンにあてた手紙1890年 4月より 1891年 8月まで。 22通。
同上： ベージル・ホール・チェ ムバリンに 金子健二訳 く神戸時代〉 0 小
泉八雲全集第11巻害節集国第一苦房 昭和2.7 p. 158-262 
〔へ224730は1)〕
注 ：1895年 1月より 11月までの間の手紙22通。
同上 落合貞三郎 • 金子健次 ・大谷正信訳 く熊本時代続〉 0 小泉八雲全集第
10巻害簡集⇔ 第一啓房昭和2.10 p. 143-688 〔へ224730(10)〕
注 ：1891年11月より 1894年11月までの間の手紙 118通。
国際文化振興会緬 ： 0 バジル ・ホオル ・チェ｀ノバリソ先生追悼記念録 同会
昭和10.9 125 , 14 p. 22 cm 〔国会 648•114〕
注 ：昭和10.3.9.麹町丸の内 明治生命講堂で行われたチ ェンバレン教授追
悼会の際の講演録，列品目録に，著述目録を加えて編築したもの。内容は
個別掲載。
小島烏水 ： 早期登山時［切のチ ェ‘ノバレン先生（心の花 昭和10.4 第39巻4
号 p. 1-3) 〔サヘ 49(62)〕
同上 O王堂チェンバレン先生 昭和23.12 p. 76-81 〔ヌ104901〕
同上 ： 王堂チェムバレ‘ノ先生 （山岳 〔日本山岳会〕 昭和10.7 第30巻 1号
p. 82-93) 〔国会雑19・115〕
注 ：「早期登山時代のチェンバレン先生」を骨子と して害き改めたもの。
同上 ： 私の会った登山家の印象その二 王堂チェムバレン先生くアルビニス
トの手記〉 0 日本山岳名著全集1 昭和37.10 あかね密房 p. 208-215 
〔Jレ33588(1)〕
注： p. 212にチェ ンバレン自筆害簡の図版がある。
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同上 ： 巻末剰筆 くアルヒ゜ニストの手記〉 0 日本山岳名著全集1 昭37.10
あかね徊房 p. 289-292 〔ル33588(1)〕
注 ：p. 291 vこ，チニンバレンより烏水宛の手紙の全文がある。
同上： 山の因縁五十五年 0 山の風流使者 日本文芸社 昭和43.7 p. 115 
-153 C日本岳人全集第 2回） 〔ヲ101359(2)〕
注 ：p. 115, 119にチニンバレンにふれた記述がある。
児玉作左衛門： B.H. チェンバレソ く外国人のアイヌ調査〉 0 アイヌ民族
誌上 アイヌ文化保存対策協厳会編第一法規出版 昭和44.3 p. 59 
注 ：チェンバレンが1886年に， 平取と北海道に来た ことについて。
小花清泉 ： チ ェソバレン翁遂に逝< C心の花 昭和10.4 第39巻 4号 p. 3 
-4) 〔サヘ 49(62)〕
同上 ：「英訳古事記」 に就いて 0 王堂チ ェンバレン先生 昭和23.12 p. 124 
-126) 〔ヌ104:)Ql〕
斎藤勇 ： 紹介者忠告者としての ChamberlainC英語青年 昭和10.4 第73巻
2号 p. 48) 〔サホ 12(62)〕
同上 O国際思想と英米文学 山海堂 昭和21.10 p. 190-194 
斎藤励： チェムバレーン氏「新宗教の発明」を読む（史学雑誌 大正1.11
第23編11号 p.1172-1212 〔サリ 6(25)〕
注：訳文 p.117 4-1195は抄訳。批評は p.1195-1212。
阪倉篤太郎 ： チェンバアレソ教授に会はざるの記（芸文 〔京都大学〕 昭和
3.11 19年第11号 p. 838-842) 〔サイ 18(30)〕
注 ：ジェネバのリッチモンドホテルで，チニンバ レン病気のため会見できな
かった ことを しるす。
佐佐木信網： 王堂チャムプレン先生を送る（帝国文学 明治44.3 第17巻
3号 p. 258-363) 〔サヘ 21(29)〕
注：王堂の伝記と紹介。又信綱が王堂の著「日本上代の詩歌」を読んで発恋，
和歌とその歴史の研究に入った事を記し， 又王堂文庫について記す。
同上 0文と筆広文堂害店 大正4.7 p. 65-80 〔国会 357•68 〕
同上 ： 王堂英訳古事記稿本 0 百代草 佐佐木信網編 大正14.6 図版1
〔準特チ14764〕
注：自節図版 あとがきに信網の解説あり。
同上 ： 万葉集の外国語訳本 0 万葉没筆 改造社 昭和2.8 p. 137-139 
〔国会 911.12.sa 682•m6]
注 ：チェンバレンの Theclassical poetry of the Japaneseをあげている o
同上 ：「ゼネバ湖畔よ り」の後に 0竹柏漫筆 佐佐木信網 • 同雪子著 実業
之日 本社 昭和3.6 p. 46-48 Cへ101138〕
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注 ：1912年6月6日付のチェンバ レンより 信網宛の手紙を載せ解説す。
同上 ： 二先生の恩 O 竹柏没筆 昭和3.6 p. 45-46 〔へ101138〕
同上 0 華甲記念文集 改造社 昭和7.6 p. 135-137 〔国会 569•397〕
同上 O 信網文集熱海 竹柏会昭和31 〔国会 918.6,Sa682s〕
同上： 王堂先生の書簡に就いて（心の花 昭和8.8 第37巻 8号 p. 2) 
〔サヘ 49:59)〕
同上 ： チェンバーレソ先生の日本に於ける功績（歴史教育〔歴史教育研究会〕
昭和10.4 第10巻 1号 p. 42-45) 〔サリ 104(18)〕
注 ：昭和10年3月11日夜のラジオ放送によるもの。
同上 ： 王堂チェンバレン先生を憶ふ（心の花 昭和10.4 第39巻 4号 p. 6 
-9) 〔サヘ 49(62)〕
注 ：東京朝日新間に昭和10年2月26,27日掲載のもの。
同上： 人としてのチ ェンバレン先生（国語と国文学 昭和10.4 第12巻 4号
p. 559-569) 〔サヘ 9(17)〕
注 ：国際文化振興会編の B.H.チェンバレン先生追悼記念録に同題で掲載し
たものに書き加えたもの。
同上 0 王盤チェンバレン先生 昭和23.12 p. 44-59 
同上 0 佐佐木信綱文集竹柏会 昭和31.1 p. 300-30S 
〔ヌ104901〕
〔へ25155〕
同上 0 バジル ・ホオル ・チェンバリン先生追悼記念録 国際文化振興会 昭
和10.9 p. 75-88 〔国会 684•114〕
注 ：同年 3月9日，明治生命講幽における追悼会にての講演を速記したも
の。
同上 ： チェ‘ノバレ‘ノ先生小伝 0 バジル ・ホオル ・チェンバリン先生追悼記
念録 国際文化振興会 昭和10.9 p. 99-106 〔国会 648•114〕
同上 ： o王堂チェンバレン先生 佐佐木編 昭和23.12 〔ヌ104901〕
注 ：表紙の肖像は署名し て編者に贈られたも の。扉にチ ェンバレン蔵習票あ
り（ラテン語は希望と信仰）昭和10年3月9日，国際文化振興会による追
悼記念講演会の際の諸氏の購演を中心に編まれたもの。チ ニンバレンの概
略を知るのに便。 内容個別掲載。
同上 ： 木村〔正辞〕 先生 ・王堂先生 く万葉六十年〉 0 ある老歌人の思ひ出
ー 自伝と交友の面影 朝日新聞社 ．昭和28.10 p. 54-56 〔へ45361〕
同上： バジル・ホール・ チ ェソバレン先生小伝 0 王堂チェンバレン先生
[I召芽且23.12 p. 9-1'6 〔ヌ104901〕
注 ：昭和10年2月25日稿
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同上： 英訳万葉集に就いて 0 ある老歌人の思ひ出朝日新聞社昭和28.10
p. 69-73 〔へ45361〕
注 ：ほかに，架蔵の短冊帖，印行した短冊帖く短冊ものがたり〉 p.191に13
行， p.192に 10行あり o 〔へ4 5361〕
同上： 0佐佐木信網文集 竹柏会 昭和31.1 p. 175-179 〔へ25155〕
同上： チェソバレン くわが師〉 0 明治 ・ 大正 • 昭和の人人 図柑出版株式
会社 ・新樹社 昭和36.1 p. 10-13 〔ヌ55380〕
注：根岸千引編「新撰名家歌集」明治10.12 に3首，「明治開化和歌集」明
治12.7 に1首，チェンバレンの歌を載せている由も記す。
佐佐木雪子 ： 王堂先生をお偲びしつつ（心の花 昭和10.4 第39巻4号
p. 9-10) 〔サヘ 49:62)〕
同上 0 王幽チェンバレン先生 昭和23.12 p. 97-99 〔ヌ104901〕
同上： チャンバアレソ く西片町より〉 0 竹柏没筆 佐佐木信綱 • 同雪子著
実業之日本社 昭和3.6 p. 192 〔へ101138〕
佐藤良雄： 動詞過去の用語に関する研究 0 日本大学創立七十年記念論文集
第一巻人文科学 日本大学 昭和35.10 p. 763-818 〔イ4 1966(1)〕
注 ：p. 779チニンバレンにふれた記述がある。
同上： 文典用語の相互影親—特に動詞過去の用語について一（日本大学人文
科学研究所紀要 昭和37.12 第4号 p. 41-61) 〔サイ 598(2)〕
注 ：「チェムプレン英文典」「日本小文典」をひく。
同上： B.H. チェソバレソの和英両語に関する文典について （日本英学史研
究会研究報告 昭和43.12 第103号 p.5-16) 〔ホ25793) 
サンソム (G.B. Sansom) : 故チャ｀ノバレソ教授を追憶す (Tribute to the 
late professor B. H. Chamberlain) (明治姻徳記念学会紀要 昭和 10.9 
第44巻 p. 158-159) (英文） 〔東洋文庫 I-36〕
同上： 日本研究者の典型としてのチェ‘ノバレ｀ノ先生 0 バジル ・ホオル ・チ
ェンバリン先生追悼記念録 国際文化振興会 昭和10.9 p. 23-26 
〔国会 684•114〕
重久篤太郎 ： 王堂 Chamberlain略伝 （英語l'r-年 昭和10.4 第73巻2号
p. 46-47) 〔サホ 12'.62)〕
同上： チェ‘ノバレ‘ノの片仮名書き（明治文化 〔明治文化研究会〕 昭和10.7
第8巻7号 p.4) 〔サリ 12(8)〕
注：チェンバレンの名前の片仮名表記に， 日本人では16種あり。本人は「チ
ャムプレン，稀に「チェンバレ ー」と記した とある。
同上 ： 王堂チニンバレン略伝 0 日本近世英学史 重久著 京都 教育図害
I召手Q16 .10 p. 332-341 〔ホ62038〕
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同上： 東京大学文学部の教師たち 0 お府い外国人 5 教育 • 宗教 鹿晶研
究所出版会 昭和43.10 p. 35-40 〔リ 59522(5)〕
注 ：チェンバレンについては p.39-40に記す。肖像は p.38 
寿岳文章： 王堂と八雲 O滴る雫 京都河原淋店 昭和22.12 p. 162-170 
〔へ104906〕
同上 O英文学の風土 大修館忠店 昭和36.7 p. 188-193 〔へ228264〕
新村出： 王堂先生の功領と惑化（英語英年 昭和10.4 第73巻 2号 p. 43-
44) 〔サホ 12(62)〕
同上： 王堂先生の南島語研究（国語と国文学 昭和10.4 第12巻4号
p. 553-558) 〔サヘ 9(17)〕
同上： 言語学者としてのチェンバレソ先生 0バジル ・ホオル ・チェンバリ
ン先生追悼記念録 国際文化振興会 昭和10.9 p. 54-63 〔国会 684•114〕
同上 O王堂チェンバレン先生 昭和23.12 p. 17-25 〔ヌ104901〕
杉浦藤四郎 ： ゼネヴァtこ於けるチェンバレソ先生の生活（国語と国文学
昭和10.4 第12巻4号 p. 606-609) 〔サヘ 9(17)〕
同上 O王堂チェンバレン先生 昭和23.12 p. 82-85 〔ヌ104901〕
鈴木恭子： ベジル ・ホオル ・チェ‘ノバリンの業鋲く文学辿跡巡礼〉（英学編10
回）＞（学苑〔日本女子裔等学院光葉会〕 昭和15.8 第7巻 8号 p. 49-71) 
〔サト 102(5)〕
内容：伝記，作品研究，王鎚文廊，結語，年躇，参考害。
ステーワート ： 旧友チャソバレソの終焉を報ずるボラ ー秘書の書翰を手にし
て 丸茂生訳（明治迎徳記念学会紀要 昭和10.9 第44巻 p.127-129) 
〔東洋文庫 I-36〕
高梨健吉 ： イギリス人の日本研究ーチェンバレンの「日本事物誌」 一 0英
学ことはじめ高梨著 角川害店 昭和40.10 p. 144-181 C角川新害
207) 〔ホ2"2973〕
注： p. 144-148 チェンバレンの生涯.p. 148-164 「日本の事物」，p.164 
-181 武士道論
同上 ： 外人教師たち く明治文化と外人〉 0 開国期の英語三一害房 昭和
42.12 p. 116-117 〔ホ62765〕
注：明治19年，東京大学は帝国大学となり ，翌年文科大学の中に英文学科も
骰かれたがチニンバレンは日本語と1尊言学を教えた事なども記す。
同上 ： 宣教師たち く明治文化と外人〉 0 開国期の英語 ：：：：ー密房 昭和42.
12 p. 103-107 [ホ62765〕
同上 ： チェンバレ‘ノの《芸者》論 く英人の日本人観〉 0 開国期の英語 ： 
ー芯房昭和42.12 p. 96-101 〔ホ62765〕
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同上 ： 概説前期 0 l'l 本の英学—00年大正編 日本の英学ー00年編
集部編研究社昭和43.11 p. 3-22 〔ホ62777(2)〕
注： p.7チェンバレンについてのべる。
同上： 英学史上の日本人萎（英語青年 昭和43.12 第114巻12号 p. 823) 
〔サホ 12(100)〕
注：チェンバレンがハ ーンを評した言葉が引用されている。
同上 ： 解説 0 日本事物誌 1 チェンバレン著 高梨健吉訳 平凡社 昭和
44.1. p. 335-362 C東洋文庫131) 〔イ42084(131)〕
内容：ー．チェンバレンの生涯 二．「日本事物誌について」 三．チェンバ
レンの日本への寄与。
武井大助： 王堂先生につきて（心の花 昭和9.6 第38巻6号 p. 44) 
〔サヘ 49く60)〕
辰巳小次郎 ： 駁言文一致論（学界之指針 〔学界之指針社〕 明治20.8-10
第2号 p.17-21, 第3号 p.21-27, 第 4号 p.19-26 C未完） 〔サト 69(1)〕
注 ：チェンバレンの「言文一致」(Ri:imajiZasshi 昭和20.5 第24号）の論
文に対する反駁論。
明茫同上 0以記国語問題論集 吉田澄夫 • 井之口有一編風間書房 昭和39.8.
p. 224-233 〔東洋 s10.9.ys.2〕
田部隆次： 友人を捨てた理由 く交友〉 0 小雲八雲 早稲田大学出版部 大
正3.4 p. 304-318 〔ヌ63693〕〔ヌ63694〕〔ヌ63708〕
注 ：p. 314-315 Iこハーンが友人を捨てたと言われる事に対し，チェンバレ
ンの同情ある解釈をのせる。
同上 ： 交際と交友 0 小雲八雲全集別冊 第一害房 昭和2.12 p. 363-383 
〔へ224730;18)〕
同上： チェムバレン く交際と交友＞ 。小泉八雲 北星堂啓店 昭和25.6
p. 315-316 〔ヌ65820〕
同上（小泉八雲全集刊行会代表）： 自序 0小泉八雲全集別冊 第一忠房
I召床Q2.12 p. 23-34 〔へ224730く18)〕
注 ：p. 27にチェンバレンとハ ーンとの文通についてのべている。
谷千生 ： 0 ;-1'-;; ぇノ羹日本小文典批評 岐阜 山岸弥平（刊） 明治20.11
79 p. 19 cm. 〔ホ25541〕
築島謙：：：：： ハーンの日本文化観一「日本の面影」を害くまでのハーンについ
て一（東洋文化研究所紀要 （東京大学J昭和31.11 第11冊 p. 237-275) 
（創立十五周年記念論集I) 〔リ 74918(11)〕
注：随所にチェンバレンヘの手紙を通しての交友がうかがえる。
同上一熊本滞在から「日本—一つの解明—」の完成までー（東洋文化研究所紀
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要 〔東京大学〕 昭和36.2 第23冊 p. 15-213 〔リ 74918(23)〕
注 ：松江か ら熊本へ（チェンバレンの枇話で転任）， 熊本におけるハ ーンの
心脱の推移（チェ ンバレン宛の手紙を多く引用して）， 当時のハーンの日
本観ーチェンバレンとの間の往復害節に見る一等がその内容。
同上： ハーンとチェ‘ノバレン一日本文化観をめぐって一（東洋文化研究所紀
要 〔東京大学〕 昭和37.2 第26冊 p. 1-35 C創立二十周年記念論集I)
〔リ 74918(26)〕
注 ：チニンバレンの日本渡来，ハ ーンの直観法とチェンバレンの経験主義，
「日本事物誌」の初版と第三版との比較，ハー ンはチェンバレンに影智を
与えたか，ハ ーンに歩みよったチ ェンバレン ，等がその内容。
同上： oラフカディオ ・ハーンの日本観ーその正しい理解への試みー 築島
著勁草古房昭和39.11 〔へ228709] 
注 ：p. 17-57, 61-108, 276-311 に上記 「東洋文化研究所紀要」に発表のチ
ェンバレン関係の論文 3点を転載。
鶴見俊輔： チェンバレン著「日本ふうのもの」（人文学 〔同志社大学〕 昭
和40.9 第83号 p.118-122) 
同上 O 限界芸術論鶴見著 勁草苦房 昭和42.10 p. 339-345 
東京帝国大学： 0東京帝国大学五十年史上 同大学編 昭和 7 (卜51677〕
注 ：p. 1317 明治19年文科大学開設当時の教職員名の中にチェンバレンがあ
る。 p.1320 明治23年 5月20日 病気のため．一ヶ年の帰国静養許可。帰
国中に，欧外Iにおける東洋語学（とくに日本語）の現況および前途に関す
る調査を委願。同年九月解職とある。
西川義方：チャンバアレン先生伝資料（心の花 昭和5.11 第34巻11号 p.17 
-18) 〔サヘ 49(55)〕
注 ：西川個人の「渡欧日記」の一節をのせる。チェンバレンは片方遠視，片
方近視という眼だった等。
同上：リッチモンドホテルに王堂先生を訪ねて（国語と国文学 昭和10.4 第
12巻 4号 p. 614-615) 〔サヘ 9(17)〕
巴戟天舎主人：外国人の歌（歌学 〔東京幽〕 明治25.3 第 1号 p. 91-92) 
〔国会雑11 •2 〕
注 ：チェンバレンの歌ー首「松の枝はふりつむ雪tこうつめとも君が御代こそ
久しかりけれ」を載せる。
バチェラー， ジョン ： チャンバー レソ教授の来訪 0 ジョン ・バチラー自叙
伝―我が記憶をたどりて 得能まつ子訳札幌 ジョン ・バチラ ー 東京
文録社発売 昭和3.10 p. 218-221 〔国会 289.3,CB32W〕
注 ：ローマ 字書きの原本を得能が和訳 したも の。
同上： チェンバレン先生の思ひ出（国語と国文学 昭和10.4 第12巻 4号
p. 545-546) C英文） 〔サヘ 9(17)〕
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同上藤品昌平訳 0 王堂チ ェンバレ ン先生 昭和23.12 p. 87-88 
〔ヌ104901〕
花園兼定： 王堂先生の手紙（学鐙 〔丸善〕 昭和13.10 p. 6-10) 
〔サイ 27(47)〕
注 ：手紙はス イス ，ジュネーヴよりの1927年7月25日付花園宛，王堂の自伝
をしるしたもの。英文。
原田健 ： 日本文化紹介の功労者故チェンバレソ教授のことども 0バジル ・
ホオル ・チェンバリン先生追悼記念録 国際文化振興会 昭和10.9 p. 91-
97 〔国会 684•114〕
ビスラソド (E.Bisland) : The artist's apprenticeship (Introductory sketch〉
o The life and letters of Lafcadio Hearn. Vol. 1. London & etc. 1906. 
p. 40-102 〔FE2076(1>
注 ：p. 53, 57-59でチェンバレンにふれている。
同上 ： A master-workmanくIntroductorysketch) o The life and letters 
of Lafcadio Hearn. Vol. 1. London & etc. 1906 p.103ー135 (FE 2076(1)〕
注 ：p. 110, 130-131でチェンバレンにふれている。
同上 ： The last stage. くIntroductorysketch〉 o The life and letters of 
Lafcadio Hearn. Vol. 1. London & etc. 1906 p. 136-162 びE2076(1)〕
注 ：p. 136でチェンバレンにふれている。
日野資純： B=H=チャソブ レソ 「日本小文典」く西洋近代言語学と文法〉
0 日本語の文法 1 文法論の展開 明治杏院 昭和43.1 p.111-114 
〔ホ25754(1)〕
注 ：「日本小文典」の紹介と大槻文彦著「広日本文典」に与えた影智などを
しる す。
平川祐弘： 一身二生ーチェンバレンと福沢諭吉（図害 （岩波〕 昭和43.11
第231号 p. 47-51) 〔サイ 184(27)〕
注 ：高梨健吉氏が，同氏訳，チェンバレン著「日本事物誌 1」の解説の末尾
でこの綸文にふれている。
平田禿木 ： Chamberlain教授の言卜に接して（英語冑年 昭和10.4 第73巻
2号 p. 48-49) 〔サホ 12(62)〕
福井久蔵 ： 外国教師に日本文典を撰ましむ 0 日本文法史 大日本図書
明治40.10 p. 211-218 〔ホ21597〕
注 ：p. 213, チャンバ ーレン氏の日本小文典（文部省より発行）の紹介。
同上： 日本小文典の反駁及詞の組立 0 日本文法史 大日本図書 明治40.
10 p. 218-225 〔ホ21597〕
注 ：谷千生の「;;,ノ・フデ区多羹日本小：文典批評」を引用。
-37-
I 関係文献
同上： 年表二 維新以後に於ける文法に関する もの 一．文典く外国人の日
本語研究年表〉 0 日本文法史福井著大日本図害 明治40.10 後付 p.5-9 
〔ホ21597〕
注 ：p. 5 チャンバレン日本小文典 明治20.4刊
同上： 年表三く外国人の日本語研究年表〉 0 日本文法史 福井著 大日本
図書明治40.10 後付 p.12-20 〔ホ21597〕
注 ：著作13点をあげている。
同上 ： チェ｀ノバレンの出るまで く現代〉 0 国語学史 福井著 厚生閣
H召手且11.4 p. 220-222 Cホ24785〕
同上 ： チニソバレ‘ノ氏のアイヌ地名原義説を斥く く記念論文集に於ける国
語学〉 0 国語学史厚生閣 昭和17.4 p. 505 〔ホ24785〕
同上 ： 欧米人の日本語研究の—瞥 0 国語学史 福井著 厚生閣 昭和17.4
p. 525 -537 〔ホ24785〕
注 ：チェンバレンの著書について。p.531 「枕詞及び掛言葉」「会津方言J,
p. 532 日本小文典o
同上： 年表 0国語学史福井著厚生閣昭和17.4 p. 553-584 〔ホ24785〕
注 ：チェンバレンの語学関係の文献数点をあげる。
同上 ：外国人の我が文法研究 0胃日本文法史福井著 風間密房 昭和28.10
p. 214-221 〔国会 815•H782n•K(th ) 〕
注 ：チェンバレが日本文典を撰んだ事が出ている。
福田恒存： 文部省の教科書編梨 0 国語問題論争史 福田著新潮社 昭
手Q37.12 p. 85-86 〔ホ25491〕
注 ：「日本小文典」（チ ェンバレン著）の事を しるす。
古川久 ： 欧米人の能楽研究 0 明治能楽史序説 古）I著 わんや害店 昭
和44.3p. 89-104 〔チ12 3527〕
注： p. 96 「新謡曲百番」明治45年刊の序（チェンバレン執箪）にふれる。
別所梅之助： チャンバレン先生の詩論の韻文訳 0 江湖の中 別所著
日独害院 昭和10.11 p. 384-399 〔へ105925〕
外間守善 ： 「おもろそうし」の諸本と系譜（琉球大学文理学部紀要 人文篇
昭和41.6 第10号 p. 83-96) 〔サイ 563(4)〕
注 ：p. 89にチ ェンバレンについてふれている。
保科孝ー ： 王堂先生をしのびて（国語教育 〔育英困院〕 昭和10.8 第20巻
8号 p. 1-6) 〔サホ 2(37)〕
内容 ：日 王堂先生の指尊によりわが国語学の急速なる進歩。⇔ 王堂チ ェ
ンバレン先生の国語学に関する著作目録。国 わが国文法の今日あるほ王
堂先生指導のたまも の。四 わが国語学の発達は王堂先生に負う とこ ろ大。
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国 三十有九年の功績は永久不滅のものである。（なお 口絵に写真を付す）
牧健二： 実証的研究と合理的解釈 0近代に於ける西洋人の日本歴史観 牧
著弘文堂昭和25.9 p. 58-88 〔リ45062〕
内容：古代史研究におけるニ ーブール的業績。古代日本の文化と政治との解
剖。チ ェンバレンの合理主義的解釈法。
注：日本古代史研究において，チェンバレンの果たした業絞はロ ーマ史研究
におけるドイツ人ニーブールの業績に相当すること。古事記の西洋合理主
義による研究分析を解説。
松本政治： 英王堂先生の蔵書と梁江堂（大阪古害月報 昭和39.10 第120号
p. 4-5) 
三上参次 ： チ ェソバレン先生に就ての思ひ出 0 バジル ・ホオル ・チェンバ
リン先生追悼記念録 国際文化振興会 昭和10.9 p. 27-44) 〔国会 684•114〕
三宅米吉： 我国の土蛮に就てチャンバアレン氏の説を評す （東洋学芸雑誌
〔東洋学芸社〕 明治20.12 第75号 p. 822-830) 〔サイ 1(5A)〕
村岡典嗣： 日本学者としての故チェソバ レ‘ノ教授 （文化 〔東北帝国大学文
科会〕 昭和10.5 第2巻5号 p. 487-530) 〔サイ 347(2)〕
注： p. 505-530に「チャンプレン教授著作の年表及び解説」を付す。
同上 O続日本思想史研究岩波古店 昭和14.2 p. 357-402 〔リ 44734(2)〕
同上 O王堂チェンバレン先生 昭和23.12 p. 60-75 〔ヌ104901〕
注：「文化」および「続 日本思想史研究」に掲載のものの抄出。
Mori, M.G.: PROFESSOR CHAMBERLAIN ON JAPANISED ENGLISH C外来語
研究 〔京都 • 平野書店〕 昭和7.10 創刊号 p. 103-105) C英文）
〔サホ 37(1)〕
同上 ： Chamberlain as Hearn's friend. (英文学研究 〔研究社〕 昭和12.
10 第17巻4号 p. 614-619) 〔サヘ 14(15)〕
注 ：More Letters B.H. Chamberlain to L. Hearn compiled by K. Koi-
zumi. (北星堂昭和12年刊）の英文沿評。
森正俊 ： Chamberlain先生近信 （英語青年 昭和5.2 第62巻9号 p. 315 
-316) 〔サホ 12(51)〕
注 ：チェンバレンよ り森宛の英文手紙の解説（著作目録中の書簡の項参照）
同上： チェイソバレ‘ノ先生の書簡（英語青年昭和5.5 第63巻 4号 p.128) 
注：森宛の簡の紹介（著作目録付害簡の項参照）。 〔サホ 12(51)〕
八木佐吉： 故バジル・ ホオル ・チェンバレン先生の著述 安土澁（学鐙〔丸
善〕 昭和10.3 第39巻3号 p. 2-8) 〔サイ 27(44)〕
柳田国男： 自序 0 海南小記 創元社 昭和15.4 p. 1-7 C創元選書）
〔ヲ63362〕
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注：日本学者と して，民俗学上の先生としてのチェンバレンヘ捧げる害 とし
て海南小記を言う 00棗柳田国男集第 1巻にも同文が収められている。
同上く海南小記〉 0 日本現代文学全集36 柳田国男集 講談社 昭和43.2
p. 7-9 〔へ25425(36)〕
大和資雄： チェインバリンの本領付略年譜（文学 〔岩波〕 昭和10.5 第
3巻 5号 p. 657-660) 〔サヘ 212(4)〕
吉阪俊蔵： More letters from B.H. Chamberlain to L. Hearn; Complied 
by K. Koizumi. T.Y. (英語脊年昭和13.4 第79巻 1号 p.27) 
〔サホ 12(65)〕
注 ：ハーン宛の手紙にうかがえるチェンバレンの人間像や，両人の性格の相
異などしるす。英文
同上： はしがき 0 鼠はまだ生きてゐる B.H. チェムバレン著 吉阪俊蔵
訳岩波書店昭和14.4 p. 1-6 〔国会 780•119〕
同上： 王堂チェムバレ‘ノの交友(!)一(2) (学士会月報 〔学士会〕 昭和30.10,
31.1第661,662号 p. 55-58, 42-47) 〔国会 Z377.21,G,l〕
注：吉阪氏はチェンバレンが諸名士から送られた手紙約 200通を， 1937(昭
和12)年に日本へ持ち帰った人。「鼠はまだ生きているよ」の訳者。
吉田澄夫：チニソバレン氏の琉球語研究 0 近世語と近世文学 東洋館出版社
昭和27.10 p. 270-297 〔国会 810.25, Y833K〕
渡辺実助： 英語変格一覧 0羹阪土孟日本英学資料解題 大阪女子大学付属図
書館編同大学昭和37.3 p. 558-561 〔ホ82643〕
注：英「学」変格一りもと誤記されている。チェンバレン著の同忠の解題。文
献番号 184番o
執筆者不明のもの （発表年順）
Chamberlain Shi no Uta (R6MAJ ZASSHI⑱ UMAJIKAI〕 明治18.9 第 1冊
4号 p.31 〔国会雑18•2〕
チャンバレン（英人） Basil Hall Chamberlain く明治文化に寄せる欧米人の
略歴〉 0 明治文化発祥記念誌 大日木文明協会 大正13.12 p. 54 
〔リ 54713〕〔リ 54714〕
Chamberlain氏逝く く片々録〉（英語青年 昭和10.3 第72巻12号 p.429) 
〔サホ 12(61)〕
注：チェンバレンが日本から瑞宝章をもらった事，JapanTimes (昭和10.2.
17)社説にチェンバレンがのっていること等。
Chamberlain氏追悼講演会＜片々録〉（英語青年 昭和10.4 第73巻 1号
p. 33) 〔サホ 12(62)〕
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S.K. : Letters from B. H. Chamberlain to L. Hearn; Comp. by K. Koi-
zumi (英語青年 昭和12.3 第76巻12号 p.427) 〔サホ 12(63)〕
注 ：八雲33回忌にまとめた古簡，1890-1896年までの56通につき解説，ハー
ンを世に出さんとチェンバレンが励ましている。
チェソバレ‘ノ氏の英訳 「古事記」に日本青年画家挿絵を描 く 0 出版年鑑 昭
和12年版東京幽昭和12.6 p. 52 〔イ22045(7)〕
注 ：画家は藤田安正。 次田濶氏が風俗考証をして， 「英語古事記」に挿絵30
枚を入れ，アメリカのフォ トー ン ・ミフリン会社から出版したこと。
新聞雑誌に於ける追悼文詞 長谷川松治 • 藤島昌平抄訳 0 王棠チェンバレン
先生昭和23.12 p. 110-123 〔ヌ104901〕
注 ：ロンドンタイムス，ジャパンクロニクル ほか五つの新間雑誌からあつ
めている。
P音考く日本語の系統〉 0 日本語の腿史 1 民族のこと ばの誕生 平凡社 昭
和38.9 p. 149 〔ホ25522(1)〕
注 ：琉球 Pと日本本土 hの対応は上田万年氏が 「P音跨」として発表した研
究であるが，その以前にチェンバレンがのべていることをしるす。
北方説はどう展開したか く日本語の系統〉 0 日本語の歴史 1 民族のことば
の誕生平凡社昭和38.9 p. 159 〔ホ25522(1)〕
注 ：アイヌ語に日本語の系統を求めた人として， J.バチェラ ーは，単語の比
較から両語の関係を解き，チ ェンバレンは，文法構成の面から両語の異系
統を称え，今も異系締説の基盤をなし ていると述べている。
系統論はどのように進んで来たか く日本語の系統〉 0 日本語の歴史 1 民族
のことばの誕生 平凡社 昭和38.9 p. 156-166 〔ホ25522(1)〕
注 ：p. 163に比較言語学の問題でチェンバレンの 「日本語最古の語梨」をあ
げている。
チェンバレ‘ノ文那く愛知学芸大学図害館一目を1摩う多彩な収集〉 0 日本文献め
ぐり一蔵書の命運 岡田温監修 出版ニュース社 昭和39.9 p. 148ー149
注 ：チェンバレン文庫の紹介と文廊の内容。 〔イ23416〕
言文一致への本格的な動きは鹿嗚館時代 ＜江戸から東京へ〉 0 日木語の歴史
6 新 しい国語への歩み 平凡社 昭和40.5 p. 90-91 〔ホ25522(6)〕
注 ：ローマ字会員としてのチェンバレンが言文一致で書く事を忠告したこと。
日本学をうちたてた外人たち 0 日本語の腿史 6 新しい国語への歩み 平凡
社： B召手且40.5 p. 171 〔ホ25522く6)〕
注 ：十人の中の一人として チェンバレンを表中にあげている。
開国前後来日外人のあげた業絞く西洋文明の波をかぶった日本語〉 0 日本語
の歴史 6 新しい国語への歩み 平凡社 昭和40.5 p. 168-169 
〔ホ25522(6)〕
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解説 0 西欧世界と日本下 G. B. サンソム著 金井円 • 多田実 ・ 芳質徹 • 平
) I祐弘訳 筑朋密房昭和41.2 p. 276-290 C筑席叢杏54) 〔リ 59171(2)〕
注： G.B. サンソムにとって，チェンバレンとの出会いがその後の彼の研究
に重要な役割を果たしたこと。彼がチェンバレンを敬媒する四つの理由な
どをのべる。
B.H. チェムバレ‘ノ（英米文学〔静岡女子短大英米文学研究会〕 昭和43.1 第
1号 p.37-39) 
出版者： 出版者の手記 0 日本事物誌 1 商梨健吉訳 平凡社 昭和44.1
p. 2-5 C東洋文庫131) 〔イ42084(131)〕
注 ：「日本事物誌」刊行にいたる事情とチェンバレンの伝記，業績など。
IIC 辞書所載のもの （発行年順）
チェ ーソバーレ‘ノ 金田一〔京助〕 0 大百科事典第17巻 平凡社 昭和8.4
p. 56-57 〔イ31844(17)〕
注 ：著杏 5点（原綴付）訳書一点。
チャムブレ｀ノ覚五百里 0 日本文学大辞典第 2巻藤村作編新潮社昭
和8.4 p. 1027-1038 〔文庫6589く2)〕
チェーソバーレソ 金田一京助 0大百科事典第17巻平凡社昭和9.6
p. 56-57 〔イ31844(17)〕
注 ：著作 ・論文 5点。
チェムバーレ1/ 0 国民百科大辞典 8 富山房 昭和10.12 p. 685 
20行X24宇 〔国会 URI〕
チェンバレン Basil Hall o大辞典平凡社 昭和11.1 p. 343 
5行X20字〔ホ24505(17)〕
チェムバレン 0 大日本人名辞害 補造ー 同害刊行会刊 内外害籍株式会社
発売昭和12.6 増訂11版（再版） p. 3106 〔ヌ54897(4)〕
チェ ーソ バーレン 金田一京助 0 新撰大人名辞典 第 8巻 平凡社 昭和
13.5 p. 339 46行Xl9字〔ヌ54906'.8)〕
チェイソバレ‘ノ バズル ・ホール 斉藤勇 O研究社世界文学辞典 斉藤著
研究社辞書部 昭和29.10 p. 599 7行X23字 〔へ14771〕
チェ‘ノバレソ くロ ーマ字運動〉 0 日本文学史辞典 藤村作 ・西尾実監修 日
本評論社 昭和29.10 p. 286 〔国会 910.33•N6845•K(s)〕
チャソプレ‘ノ 浜田敦 O 国語学辞典 国語学会編東京堂出版 昭和30.8
p. 634-635 〔ホ25760〕
注：肖像，参考害 2冊，著書 3点，論文 2点，原綴なし。
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Chamberlain, Basil Hal a岩波西洋人名辞典 岩波古店編集部編 同書店
昭和31.10 p. 824 ?3行X24字 〔ヌ105220〕
注 ：主箸 4点，翻訳2点，他 l点，関係文献 1点。
チェ‘ノバリソ 亀井孝 0 世界大百科事典 19 平凡社 昭和32.11 p. 81-
82 17行 X20字い32000く19)〕
チェソバレン 大江孝男 0 国民百科事典 5 平凡社 昭和37.1 p. 5-6 
14行X16宇 〔国会 URI〕
チェ｀ ノバレ 1/ 0 批界名著大事典 8 平凡社 昭和37.4 p. 316 
19行X26字〔イ22725(8)〕
チェ｀ ノバレ｀ ノ 大江孝男 0現代新百科事典 4 学研 昭和41.5 p. 612 
10行x20字 〔国会 URI〕
チェソバレン 上田和夫 0新潮枇界文学小辞典 伊藤批ほか 9人編 新潮社
昭和41.5 p. 538 10行XIS字 〔へ228795〕
チェンバリ｀ノ 亀井孝 0批界大百科事典 14 平凡社 昭和41.8 p. 642 
19行X18字 〔国会 URl〕
チェンバレン 0世界原色百科耶典 6 小学館 昭和41.9 p. 6 7行 X20字
チャムブレン 覧五百里 0増補改訂日本文学大辞典 第 5巻藤村作編新潮
社昭和42.6 8刷 p.59-60 〔へ25865(5)〕
チェ ノ｀バリン O 学研新世紀大辞典学研 昭和43.2 p. 1194 4行X24字
チェソバレ｀ノ 大江孝男 0 原色現代新百科事典 6 学研 昭和43.4 p. 49 
10行X20字 〔国会 R0310•G29l•Gl6〕
付1 チェンバレンの旧蔵書について
チェ‘ノバレ‘ノは明治初年来日以来，日本の学問を究めるため，日本の古書を中心
に数多 くの本を蒐集した（明治初年にほ， 日本の古密の蒐集家は少なかったので，
求める ことは容易であった模様である）。赤坂榎町に住んでいた頃の「赤坂文庫書
目土代」（明治27.12作成）という写本4冊は，昭和10年3月，明治生命諧堂で，国
際文化振興会主催で開かれた B.I-I.チェソバリソ先生追悼記念展の 目録の中に見え
ている。国史，雑史，公事，祝詞，神道，万葉以下，58部門に分けて，3,373部の
書である。このうち，国史は55部， うち，古事記17部の中で，古事記伝は普通本と
菊葉本と二部あ り， 万業は42部，謡曲25部，語学106部，辞密は69部，蝦夷は63部，
朝鮮琉球は68部，名所 127部，地図 100部あり ，以上がチェンバレ‘ノの著述の中で
「英訳古事記」「日本古代の詩歌」「日本小文典」「日本案内記」およびアイヌ語 ・
琉球語研究の材料 となったと思われる と佐佐木信網氏が言及しておられる（王堂チ
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ェンバレン先生 昭和23.12)。なお， 「赤坂文庫書目土代」は杉浦藤四郎氏の出品
である。〔赤坂文庫芯目分類底稲 0 日本における漢籍の蒐集 昭36 p.144-145〕
この後，チェ‘ノバレソは一年の大半を住んだ箱根宮の下の富士屋ホテルの東北に
自ら王堂文即を建てた（名前のバジルはギリシャ語で「王」を意味するところから
王盤と号していた）。文即の趾は，後，火災で焼失したが，11,000冊におよぶその
蔵書は，離日の際，佐佐木氏を呼んで この日本の書を，利用する者の少ない欧州
に持ち帰ることは学者の徳義に反するとして，その移譲を一任された。佐佐木氏は
チェ｀ノバレ‘ノ氏の高弟である上田万年氏に相談し，上田氏は喜んでこれを譲りうけ
られた（「文と筆」佐佐木信綱著 広文幽 大正4.7)。
このほか，秘書のポラール氏が欧州へ持ち帰ったチェ‘ノバレ｀ノの蔵書があり ，こ
れはその中の仏文のものはボラール氏が譲りうけ，英文と日本文のものは，やはり
一時ぱ一緒に暮らし，秘害的な役割もしたことのある杉浦藤四郎氏が糀欧中に譲り
うけて， 日本に持ち帰っておられる。
この蔵書は，震災，戦災で多少は失われ，また和書の数冊は，上田万年，佐佐木
信綱両氏の手もとに保管されたが，その他の杉而氏の所蔵のものは，同氏が岡崎出
身であるところから， 昭和33年3月， 愛知学芸大学付屈図温館に託されて， B.H. 
Chamberlain文即として現存している（愛知学芸大付屈図書館編「B.H.Chamber-
lain 文即の概要」同館 昭和36)。この文庫の内容は，洋出は自著の15冊を含めて
16~19世紀問の 784 冊，和害は15本の軸物を入れて 130 冊，別に杉浦氏宛の祖簡，
追品などであり ，毀誼古や珍本などを含む多彩な内容の詳細は B.H.Chamberlain 
蔵書目録（同大学図杏館 昭36.3)に見ることができる。
上田氏に譲られた王堂文印の蔵書については，その一部は東大に預けられていた
由であるが，これは大正12年の火災で焼失した。残りの分の行方については，上田
万年氏のお子さんであり，その著「なまみこ物語」の序にて，王堂文即にふれてお
られる円地文子氏にお尋ねする折を得た（これは松田ふみ氏の御好意によってであ
る）。円地氏は，幼少の折で，はっきりした記憶はないが，東洋文庫， 日本大学，伊
勢の皇学館大学（神宮文血所蔵上田文庫のこと）など，万年氏が当時関係されていた諸大
学と，また個人にも相当分譲されたのではないかと思われるとのお答えであったo
なお，円地氏の兄上に確かめるようにとご紹介を頂いた。さっそくおたずねしたと
ころ，昭和12年万年氏が亡くなられ，翌13年8月に，当時浅草雷門にあった浅倉
屋書店，本郷にあった文求堂書店等に依頼して一般に譲られたが，なにぶんにもた
くさんであるので，その行方まではわかりかねるとのことであった。調査の結果，
上田家の蔵書売立は，昭和13年 8 月 7•8 日の両日にあり，（大 口 売立の話 二見和
彦〔八木福次郎〕日本古害通信 昭和34.4 第20巻 3号 p. 13)そのとき，「上田
〔万年］家御蔵書展観入札目録」が，売立をした朝倉屋書店と文求堂によって発行
されていることがわかった（全国古本屋盛衰記 好苔楼素人〔天野敬太郎〕 日本古
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害通信昭和30.1 第20巻 1号 p.15)。
文求堂は現在はなく ．浅倉屋は本郷一丁目に移り，代は替わったが現存している
ことを知り，同店を訪ねてみた。店主は，父の代にその事があったようだと話し，
売立目録も探してみるといわれたが，折から天野先生が所蔵されていることがわか
り，関係文献に収録させて頂くことができた。この中で，チェンバレン蔵印のある
ものは82部634冊である。残余のものはかなり分散されている模様であるが未調査
である。なお，東洋文庫の蔵書の中に， 同蔵書印のあるものがあり ， また，「バジ
ル ・ホオル ・チェソバリソ先生追悼記念録」（国際文化振興会昭和10.3)の追悼展
列品目録の中には，佐佐木信網，鈴木功，メートラソド夫人， 山口幸太郎の諸氏と
東京帝国大学が，旧蔵書を計16部 117冊出品された事が記されている。なお，天理
図書館には，著作目録の注記に述べたごとく， 「日本事物誌」の著者書入本が所蔵
されているとのことである。
付 2 チェンパレン略年譜
西暦 日本年号 経 歴 年令
1850.10.18 嘉永 3 英国南海岸ポーツマスに生まる。 ゜父は WiliamCharis Chamberlain, 母は
Eliza Jane 
1856 安政 3 母没す。 7 
1857 ク 4 フランス，ベルサイユの祖母のもとにゆく。 8 
1865 殷応 1 すでに数ヵ国語を習得して中学を卒業。 16 
1866 ク 2 スペインにゆき，ここで一年を過ごす。 17 
1867 ク 3 帰英。銀行に勤務せしも，眼病と咽喉の慢性 18 
疾患のためマルタ品にゆき ．地中海沿岸や．
ヨーロッパ各地を歴訪。
1873. 5 明治 6 来日。芝の青竜寺に住み，旧浜松藩士荒木某 23 
に古今集，鈴木川肛Eに万葉集 ・枕草子 ・謡
曲を学ぶ。橘東世子の歌会に出席。
1874 -1/ 7 築地海軍兵学校の教師となり ，英語 ・幾何 ・ 25 
イギリスの紳士教育を教える。
1877 ク 10 「枕詞および言いかけ考」を日本アジア協会 28 
誌に発表。退職。
1878 ~11 父没す。 29 
1879.1 -'l 12 海軍兵学校に復職。 30 
1880 _, 13 眼病の為，退職して陥国。 31 
1881 ク 14 三度海軍兵学校に復職。 32 
1882.6 -'l 15 退職。 33 
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1883 明治16 「英訳古事記」出版。 34 
1886.4 / 19 加藤弘之の尽力と ，外山正一のすすめを入れ 37 
1887 1'20 
1888 ク 21
1890 ク 23
1891 ク 24
1892 ク 25
1893 ク 26
1895 ク 28
1899 ク 32
1911.3 ~ 44 
1933 昭和 8
1935.2.15 ク 10
【IAの補迫】
た森有礼の英断により東京帝国大学文科大
学教師となる。日本語と博言学を教える。
大学の命により ，北海道に旅し，祝別に住む
G バチェラ 一家に 1か月滞在． アイヌの
言語風俗を調査，著作を発表。
文部省の依嘱をうけて，日本語で「日本小文 38 
典」を同省より発行。
「日本俗語文典」出版。 39 
病気のため帰国。 帝大教師を辞す。「日本 41 
事物誌」出版。
小泉八雲来日 ，松江中学へ就職を世話す。
外人として最初の帝大名誉教授となる。 42 
帰国の途次マニラに寄り ，日本キリシタン文 43 
献探究。
琉球を踏査。 44 
「琉球語の文典 ・辞典に閲する試論」を発表。 46 
「文字のしるべ」出版。 50 
日本を去り ．スイス ，ジュネ ーヴ湖畔へ移り 61 
住む。勲三等瑞宝章を受ける。
「鼠はまだ生きて居る」を出版。 83 
ジュネーヴのレーマン湖畔にあるリッチモン 85 
ドホテルにて死去o
保科孝ー ： 王堂チェンバレン先生の国語学に関する著作 目録く王堂先生を しのび
て〉 （国語教育〔育英害院〕 昭和10.8 第20巻 8号 p. 2-3) 〔サホ 2(37)〕
注 ：27点をあげている。
村岡典嗣：チャ ンプレン教授著作の年表及び解説 く日本学者としての故チ ャンプ レ
ン教授)o続日本思想史研究村岡著 岩波書店 昭和14.2 p. 379-402 
注 ：58点をあげ，内容を解説している。 〔リ 4 4734(2)〕
【IIBの補追】
中村清二 ： 琉球とナボンオ‘ノ（学生〔冨山房〕明治43.8 第1巻6号 p. 266-272 
〔サヘ 171(2)〕
注：チェバレンの祖父で，l司名の BasilHal Chamberlainの著害，oVoyageto 
The Eastern Seaの一節の翻訳と紹介。
同上 ：O 見たり聞いたり 中村著古今忠院昭和11.3 p.1-13 〔ル33381〕
チェ‘ノバレン，B.H.: o~~'. □大琉球島探検航海須藤利一訳補 台北 野田害房
開1手且15.1 265 p 20cm. 〔Jレ4 3462〕
注 ：祖父の著害 oVoyage to The Eastern Seaの翻訳。背には「大琉球烏航海探
検記」とある。
福原麟太郎 ：Chamberlain追悼会 R. F.(英語青年昭和10.4 第73巻2号 p.67) 
〔サホ 12(61)〕
（和慄痘盤理係）
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